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1A 1 TOPO,TBPー塩酸系溶媒抽出におけるトリウムおよびウランの行動

原研
渡辺賢寿

ウラン (N)' (\I)およびトリウム (N) の塩酸溶液からtr i -n-oc ty l phosphine-oxide(TOPO) 

忙よる抽出をしらべた。あわせてウラン⑩塩酸溶液のte t rabu ty l.methylene diphosphｭ
onate (T BMDP) およびウラン（間，トリウム（閏塩酸溶液のtr i -n-b.uty l phosphate 

(TBP) による抽出について補足的デークを求め比較検討した。水溶液中の塩酸古たは塩

化物濃度および有機溶媒中の抽出剤濃度を変えて，ウランまたはトリウムの分配比を測宗

した。ウランおよびトリウムの放射性指示薬としては， Th-2 3 4 およびリニャックにより，

u -238, Th-282 を r 線照射して得られた U - 2a1, Th-_2a1 を用いた。

TOPO ー塩酸系： ウラン (N)'(\l)'トリ．ウム（聞の分配比はいづれも塩酸または塩化物

濃度の変化に強く影響される。酸濃度に対する分配比変化の曲線は， TB P ー塩酸系のそ

れに類似するが，分配比の値は一般に TB P の場合に比べて高く，極大値は酸濃度のより

低い点で生じている。水溶液が塩酸のみの場合には酸濃度の高い範囲では分配比が減少す

るが， 0[)I ~ O. J N塩酸酸性～ 10 M 塩化物の溶液では塩化物、の濃度とともに分配比は増加

するだけで，極大値を示さない。ウラン(\l)の分配比・はほゞ塩素イオン濃度の自乗・に比例し

て変化する。 5 M 塩酸塩溶液では塩酸濃度を変えてもウラン（閏，（'II)'トリウム(N)のいづれ

も分配比に大きな変化は認められない。またそれぞれの分配比は TOP 0 濃度の自乗に比

例して変化する。それらの結果から， TOPO ー塩酸系では，ウラン（NJ'(\I)，トリウム（閏

はそれぞれ， UCl今 •2 TOPO, UO, Cl, • 2TOPO, Th Cl 、・ 2TOPO の化学形で抽出され

ると推定される。

TBMDP ー塩酸系： I 。，，， TBMDP によるウラン⑱の抽出では，・ほゞ TB P —塩酸

系に似た結果＇が得られた。一部のデークに酸濃度の低い範囲で酸濃度の減少について分配
比の増大が認められたが，分解生成物，ないしは不純物の影響と考えられみ。

TB  P ー塩酸系： 0.1~I N 塩酸酸性の 5M 塩酸塩溶液から 20 % T BP による抽出で

は，ウラン（聞の分配比に変化は認められないが， IOM塩酸塩溶液では，トリウム（間の分配

比には，酸濃度に対する依存度が認められる。また卜 l) ウム（めの分配比は TB P 濃度のほ

ゞ三乗に比例して裟化する＂

11 



1A 2 TOPO, TBP によるアメリシウムおよびキユリウムの溶媒抽出について

原研 渡辺賢寿 0 小野麗子

照射ウランからプルトニウムを分離する過程の一つに溶媒抽出法を用いてきたが，高フ

ラッ｀クスの中性子で照射された試料を取扱う場合，超プルトニウム元素の行動を確認する

必要を生じてくる。そこでアメリシウム，キユリウムの硝酸および塩酸溶液から，tr i -n-

.octylphosphine oxide (TOPO), tri-n-butylphosphate (TBP) などによる抽出を調

べた。放射性指示薬としては，知じ- 241 およびJ R R - 1 で照射して得た Cm- 242 を

用いた。またそれぞれの抽出系については，前もつて行動の類似しているユーロビウムを
用いて分配比を求め，アメリシウム，キユリウムの値と比較，参照した。

.,, T-B P ー硝酸系： O.lN硝酸＋ ～JON硝酸塩溶液からの抽出では，硝酸塩濃度の増加と

ともにユーーロビウム，アメリシウムの分配比は増加し，硝酸塩 4 ~6  M 以上ではよく抽出

される。濃硝酸＋硝酸アンモニウム溶液からは硝酸アンモニウムの濃度の増加につれてユ

ーロビウム，アメリシウ・ムとも忙分配比は減少する。硝酸溶液から 25 1, T B P ー四塩化炭

素にょる抽出では，アメリシウム，キユリウムの分配比の曲線の形はほゞ 1 o 01, T B P の

場合に類似し， 3 ~.4 N 硝酸で極大値， 6~BN 硝酸で極小値を示すが， 14N 硝酸でも分

配比は約 1.' であり全般に余り抽出されない。 1 o 0% TB P 硝酸系では Mckay ,Pe ppard 等

の値と約一致する結果を得た。一般にキユリウムの分配比はアメリシウムより高いようで

ある。

. T BP ー塩酸系： アメリシウム，ユーロピウムともに分配比は低い。塩析剤として～

6M 塩化アンモニウムを加えても分配比の著しい増大は認められず，殆んど抽出されない

TOP  0 一硝酸系： 主に 5 '/f! TOPO キシレン溶液を抽出剤として用いた。硝酸溶液

からは，アメリシウム，キユリウムおよびユーロピウムのいずれも分配比ーは， 0.1~o.2sN

硝酸で最大となり，それ以上では硝酸濃度の増加とともに急、速に減少する。一般に分配比

は，アメリシウムがキュリウムよりも大である。 O. JN 硝酸＋ ~ 10 M 硝酸アンモニウム溶液

では，アメリシウム，ユーロピウムの分配比は硝酸濃度とともに増大するがキユリウムに

おいては，活干異なった結果が得られる。

TOPO 一塩酸系： 5 o/J TOPO xy leneー塩酸溶液の間の分配比はいずれも小さい。
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1A 3 TRR-l で＇甲 It生チ，0月射 L た必IA況からク 2奴（況 1 分紐

日本原手力府党所 篠許,,ij;'り
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アメリシウムとキュリウム，，ケ雄j玄クうらで· 陽イオン交段涵95 5 用 u てrJ.ーオキシ咸ク

アンモニウ 4 塩とう"“'と l た 4 オン灰埃紘 I広その建れた点が多くの核告ヒよフてすで•Iご

就ありれて U 4. ペー I 干シ酸と l て I"/; 茅L 酸， 5月ゎ咳ノ クエン磁 ？’＇,Iコー・ル級 Ti-と＇’のほか

長或で，/;J;始万干シイソ酪酸が‘をの介紐 4桑数ク大 3 し9 ことかク好んで用い｀·られる。—，れら

の）らク〈<7 l "l (4列えば⑳9/” イ;r a£ (ク z)) 7’、/;J:応ex 如)(-/えを用 U て 37’c の始才千シイ

ソ厚紅酸塩水漆痰 Iこより 5秦離 5 行フて,...~ • l かし袋盛をf7°C に保フに IJ;装量が要 1/ I 節4更

で， T£ U ．宜滋 I＝ら IT i条雄にフ“て I石ぶ液ヽ戎と H•fl心'Il a) か’'0。 111a; 夕o xサ（g用、，て訊みた結釆

こク程度ク架就度つもりる屏］ 99 れば比較的柔かに平衡が＇差せクれること＆誤めた。

床秘告で•厄架梯度i % "/}“‘玩玖井 1 f ff)しI, pH 叫の 0．夕 M Iiiーオ千シ 4 y酷醸ァンモニウ
ヰ／ ．立I 払紐 叩

＾希液どう店絃約と L て JRR-1 で•牛牲チ、感む l た A寅ヽ、ク品（”パ） II況→ C飢ク反庶 /C
｢ 

ょ？て生じた平c,,,_を窒溢 Iごわ＂て分離 l た結長舌蓬べ＇る。

痢廂 1広メJウ乳森で磨，て 4 ら水序 r・ラ乞降tせて粒度をそろえ l”“)(60噂れ況の力う

ムとして約い‘‘”/4”／ク遼兎£ i尋J t'7も用いた。カラム 1；；塩咸わ’よび叫L ナトリウム I ：：

よ I/ CO?Z dヽtion ヽ nfをおこな"'J長後 I= "ft.哭 5 羞 l て N叫~望と l T二。

諏牙 I;/ 0,011Hf ".I莉薮ァメリシウムる匂全板上に乾蒲 l たtクg加リエケレンで二亙に密

封 L I 「バ I (~ IO‘( '1t/4が灰（）で約 10 吋向ヂケ註照射し）約 l ヶf-/ C砂J,·~, l たそクを用いた，

勾り，んよび反卸原チの吋危 l て"';Iおそれクみ§ホ• I) 工ケレン内壁 I；；塩蔽で•3免ぃノー

且堡発乾固したクら l ラ知 ao 夕 M 痘賊恭栄と l r ll ラ A· I：：遥 l た。刀ラム内壁上瑞 Ii 2 希

の水 7· 戎J 1 次ぃて..“It.淡を室晶で戎 l た，伶ク結呆内 1 "'よj r,r.落甜幽緑g外た，；；れ

は希公液") 3 シ局を I 7 '1フラクシヲンと l てそ，，一定后なとり A 計教 l たtクで•み 3 。

砂 I l"" 7 番且クアうクション E とリ， とれ 8 みクためてi,, ")カラム 1-:; I月株 l二 l て逢 l た

結果 E}2 クよ） ri,"且幽楳かィ条られた， 房 2 1= み’'，てアメリシウムの量ばすてに千ュリウ

ムよリtナ r；；し9 ことかク秒 I rｷ, 9 かりムよで•1 7 ラ 7 シヲンgとれ 1ま・チュりウムがあ託度

で＇舟祖体に 4尋られることが．淮諒 1 れJ.これらにフ、，て突際に以系泉戎高ケ枡みよひ牛汲’期

，，，表’l 定 1：：より放射屁荏的純度なたしかめた。 3 りに石l• えの条（手においてアメリシウムと予

ユリウムクグ紐f条教ノケ石年 z 算出し）ぶ如＇尻 Hof双磁 (9)らの値と比薮枚討 l た。

知 \ .,I ~ (I) ふた、 r伽ん紅必．ノ 1 加存

Fti, I ~ I I ¥ {.Z)紅必伊え 1I必．ノi認． I.!.. ，
這＇

“2し三。五巫幼 7o go ?2磁゜品 IIO f20 Am. 

/9J (I9ダ）．

(JJ fl. L. ふ、・ガ 4必IJ. C, /{o/I加えノ

必4.I j 1 2り (1瑶）．
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1A 4 
PAN を用いる充、媒抽出法の基模的研究ーウラン Kついて

東北大学理営部 0 大森親，若材、俊樹．塩J I l 考信

I. 1-(2 ーヒ:" IJシルア｀｝）ー2 ーナフトー）し (PA N) およびその顆似、イビ合物 1 ;:;t, 7'.タくの

金馬イオシ乙有臣キしートィヒ合物を生成するため． キし一戸鹿症 1こおける金属宿示芙とし

て，しまた金縣イオ:.....の油出比色餌薬乙して、浜左巨主自さし1 している。 しかしながら． キ L -

トの構造， 反応在］こつJ I•て 1寸、 まTr! l否こん四知られておら寺，介祈試莱乙しての応用面も

限ら1,) 1 て V＼る。

こtl l ら一直のヒO') ジ）L ア｀｝色素を用いて， アワ午ニド元素． 希土顆元素の相互介舞を．

完媒抽出去 1こょ n検討す 3 目的芭， 今回 1芍先寺手］すビめ乙してウ弓二）レ—-P A N 系を送ひ

基礎検討を試沿た。ウラニJL-P ANlL ついこ 1寸． すき）こ有旅完媒の送択性，I)共存埠類の
影管2) K ついての異常性が報告さ U しているか‘与を固(1),点もクりい。 ` 

][.油出曲綿 l芯迩油出翠 1乞ょ n 求めた。すなわぢ， 水相さサラニ］しー PAN のキレート

を作り、 こ ul E ワロロ，t1）しム冗 1こ油出する。 この一定璽乙、 同量の漉当召条件 k詞製しだ

瑯イビナトリウム（イオシ強度 O.]) 充末：とを， q o 介振りま也油出率を求‘めだ。 p H 調笥

は、醗酸ナトリウム．―螂酸．燭 1ビアシモニ白ムー 7k酸化ナトリウムの類衝港液を用 V＼た。

ウラニ）しの定量 1 '1". ワロロホ）L ム月のウラニ IL -P  A N キ L ートの団光度 (560 吼u) を

測従した。なあこの系さ 1st. PA N およびウラニ IL - PAN キ L ートと屯水 IC 難充であ n

垂 1こキしートの有桔堺媒＾の充僻度屯 111 ：：：いのさ．化浮量器眸勺に取扱うのisl 困難である。

皿． ウラニ·)し 1-t PAN l'.'.. I : 2 の赤色キしートを作り ワロロiTi )L ム）芍＾油出され 3 。

この方粛-t, L/.(0, L/. 70 および 5 6 0 呼 1E 叫瞑椋大を有する。（し10約：：： 2 x. 10-5M,

f PA N J ~ 2 -x I 0~4 M の条件下を l芍， pH 55 ~8.5 の範囲さ， ウラニ）し l芍迂量的にワロロ
.it1 J L ム戸＾祉］出さしII る（正油出 1;::_ .Jって屯 I司ビ結果が得らり（た）。 ワロ 0 ホ） L ム以外を 1ご

·o- ジワロ）L ペシセ＝.::.,,ペシセ.::.... IIIl t.ffiィヒ戻素でも同様の和果が得ら出たが．へC.:.. セ:....

lill塩イピ定素＾のキレート(1) 9容熙渡が 111 さいため． この条件下さ l'1°界面に究殿ができて雫用

的に同便えない。

pH>  &'·5 を抽出卑のi献少するの Iす， ウラニ）しの加ポ介僻 lこよ 3 ためをあリ、 更 ,c ア）L

n,) 制か 5 叩出す;;, Iては、 PAN を大湿剰 1口加えるが 1}(相！て過当な餌ィヒ和 l を叩える 1的要

がある。,fjl] 文口 ED．丁 A を 1 0-3M 加え ul l寸． ゴ由出諏‘1ゴ波＜ 3 るがp H 9-3 Iコ柚大のある拍

出曲稗が得ら出る。 しかしながら EDTA の濃度が I0-2M]こ 2 出 1守 pH 9, 3 さも抽出率

心 (;,I% 1口威Iケする。錯娩爪｀征の 11 I さい塩累イオシのぅ農度を夜えても咀］出囲翁］可変化しば

い。共考箇櫻tして I<!. 梵酸イオンの影雫が大ぎく、 キ L ートの油出 1さ妨害さ甘＼ 3 。

I). K. L Cheng, An.al. Chem.. ぬ /027 (J%f) 

2) S Sh i b211z,、 Anal. Chim. Ac1a ，立 479 (I 9 60) 
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1A 5 
P'A N を用し｝羞媒抽出法の姜諷的が見―希土穀元素 1: っ,、1.

東北火序硬，j師 o 羞林俊樹 入森私 麦l] 身は

I. I ー（ 2 -ヒ°l ジルアf)- 2 ーナフトール("P AN) が、命土顔元素と柑恥t 1F). 

クマロ尤ルム．ベンビン．ア：ルア）しつール等の府楳忍媒 1こi』か、される：と 11..すで/:床

田氏奇にJ‘って多支．差されていら．．（1) 芽、旧氏によ.lt lJ... L~, Ce は、 し、すれの湛採に吋しても牙

各足て・カ＼繕すみか． N~, Sm, E rJ.なじは 1匂出されら。こ／l 0 の絡県、 11. P A N を用し＇（命;J:...

緩乙素を柑互 l: m刈龍すら可能註t示すi/l)とレ1.嬰心集し＇，才こて主としてif：券勧か狡

られて v，なし ‘Pr (III) につi, 1 抽ル、条什を吟妹し． Ce(III) と？r （ IIl) のi月]!....か肖L の可龍註t検計した C

]1 "Pr (Ill){)J£籟い柱禾忍如： PA N ~ :r..タJール塙衷t加え、 o. I M 甜緩1 ンえ二りム

緩衝液を加えてf H tうい登し約 30 か静星核 7 口 a ;f、)しムを加えて 1 ~ 2 吋間揉り 3 也‘•

遂 l心分離し れ炭月を． s 6 0'111)! IJ)吸収を；和］足して足量する．

よた、過剌の-P A N t咎iない条件で'Pr -P A N 紀本の低晶をi乍り、 こ ll らtグロロ才、

ルム． お↓ぴ？ A N のクロロか）しムラ届痕に多ヵ、し． 水オ目の条材を往々主 A. 立抽出を行っ

た。未オ月y、e. D T A を加えた鳩合も旅討した。 Ce (Ill) についても Pr(III) t I.ii -条 4中の戻、験t行

な-, t比紋し（こ。

皿． Pr(III) の場合は一見ぶ生成対 (Pr (111)J ~ 2x 1沢凡 [p A N 1,:::,. 2)( J O□ ,(I : IO d}浪

い） IJ)条げて..l.1 -E P T A か．和（Ill) と許生兄;:.. t:存としていても｀遠慮なf H で｀ l這足．

i：抽出されら． PA  N が過刻に存丘する時は、 pH 12 fも． 加 9kか肖手の§}蜻ば見られない．

よfこ｀抽よ絃 米乃・｀と長問閉抹紗、さ也 1 星いても、委足~て•b ん。
これに及し、 C e(II/) /J)}易伶は·獲と1J)条·材·ff 桑足［：抽出、されず． 一壌抽出さit1 i. 

米乃と接触させてお人と時間ヒ笑卜／7/‘絣 1 み，ベンと‘｀ン中のすがクロロ才、ルム中より各足

社が高t'。 し力‘し絡局 ll ~絣すら。

yJ、 L の基礎. If).£.に逼易な条 1tのfてほ． (e( f ll) t P,,-(111) の分離が紆龍と兎えられる。＇41Ce t 

トレーナーとして戻験し 1：下言乙の条』ナて、．戻験挟羞の馳困内で｀涵足すベ・さ括屎がえられた．
ぃ日の条件↓1.[Pr(111))~ 4X 105 門．〔te(lll) J二 4X IO-5 M (NCe t令も） ( PA N).c:::: 4)(10・牛M,(E O 

T 刈＝ 4)( ／西 (N H4 N Oi ]'.::: O. 0 6 M 。 PAN を加えて 30~ 静星、 クロでか）L ムを未力且と目
忠ヵrz え 1 時間採りj也｀・ 2 時間静星し水月反府撲月l/i i—線を、:i,l足し"1 Ce (Ill) を追菰し 有

滅月を比色定蔓して Pャ(1/ 1) を唄1)足した．pH c: I I では． Ce (Ill) が抽広さ K ず、"J T: 水月でも

紐米／か輯して I' な I. ~見扱： K ̀ ?~ (Ill) は． はは• I由出された． pH か臭に高いi羞合でも、
Ce (Ill) は抽出さ K ないが．水雑で加未か触するのでか府L の目的がらは盈易で｀・ばし＇，

I) 失窃正三．位、愛裏才、· 吐か莉 AL 序公第 10 年会講、9廣要首象＇ P- B62 (1161) 
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1A 6 Pr imen JMT-HC 1 系における諸元素の行動

原研
石森富太郎木村 幹〇鄭 文彬

中村永子小野麗子

すでにとりあげたオニ級および牙三級のアルキJレアミンによる溶媒抽出系， Amberl i­

teLA- J HCl 系~1 TIOA-HCl 系~2 につづいて，オー級アミン Pr imen JMT-HC ~索―3をえらん尤

Pr irnen JMT をキシレン陀溶かし， 10% Prirnen J M'l' キシレン溶液にしたものを有機

溶媒とし，水相の塩酸濃度を， l,2,4,6,8,I0,12N と順次に変え，各種のイオンの両相へ

の分配状況をしちべてみた。

すべて放射性トレーサーを用いて，各塩酸濃度陀茶ける有機相と水相の放射能た測定

し，分配比Kdの変化をナトリウムからネプツニウムに到る約 5 0 種の元素についてしらべ，

その結果を Ac id dependence curve にかき，これを周期律表にならつてならべ，一笠表

を作った。

トレーサーとして使う R I は，一部はJ R R - Jで高純度クーゲットを照射してつく

り，一部は輸入し，また一部は天然放射性物質から単離調製して用いた。 トレーサーの純

度は， r 線波高分析，壌変曲線，アルミニウム板忙よる 9 線吸収等でたしかめた。

抽出する際，有機溶媒は，すべて，各種濃度の酸とふりまぜて酸の分配忙ついて，あ

らかじめ平衡に達せしめておき， double cen t r if uge を行い，放射能のカウント敦を，ょ

り正確にカウントして， Kd 値を求めた。原子価が二種以上ある元素は，その本質に影器

を与えない還元剤，または酸化剤をえらび，遠元，または酸化した後， Kd 値がほぼ一定

忙なるまで，それぞれ何回もスクラプを行った。ほかの溶媒で除けるイオン種を,?.',らかじ

めとり除いて，一定の原子価のトレーサを調整した場合もある。たとえば，ネプツニウム

N,  V, '1の中の，四価と六価は， 100 茄 T BP で抽出 9して除いたのがその例てある＾

一般にこの系では，分配比かほとんど 10― ~10゜の範罪にある。塩酸浪度 6 N 以卜で

抽出されるものとして，分配比 1 以上のものをあげると，鉄（皿，ガリウム，アンチモン (V),

プロトアクチニウムで，金だけは，すべての塩酸濃度で抽出されることかわかつた。

〔註） 米J .Arnberlite LA-1 は，商業用の俗名で，二級アミンの一秤。

紅 TIOA は， Tr i-i so- od y ~e Ami ne の略。

紅 Primen JMT は，商業用の俗名で，ー級アルキJレアミンの一種。その化学

式は， NH,, C (CH,), • CH, • C (CH,), ••• ···で C の数は C"~,、ある。
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1A 7 ミキサー・セトラーによるJ RR-2 照射ウランから

FP,Pu,U の分別分離について

原 研 石森富太郎

照射ウランから FP, Pu, 

, 0 吾勝常勲

U を分別的に分離する方法の一つと

，小林＇義威

して，カウンクー・カレント抽出装置を用いた方法を日本化学会牙

ぁ回年会で報告した。すなわち有機層を混合管中に固定しておき，

水層の酸度を段階的にさげつつ混合管に送りこむ。この方法を直

接ミキサー•セトラー装置に応用して分別分離を試みた。

装置＝有機層，水層の各20m£及び 100m.lづつ振り合わせるこ

とのできる片流れ式 8 段ミキサー・セトラーを試作した。

操作法＝あらかじめ全混合管に 25 伶 TB P•CCl.溶液を入れて

装置を動かしておく。これに 0.5 そ照射ウラン(JRR-2 にて 45 時間

照射， 100 日冷却したもの）を溶かした 7 NHN  0, 溶液を最初の混合管（オ 1 混合管）に・

送りこむ。この水層が混合，二相分離されたのち，次の混合管に移されるが，同時に牙 1

混合管に新しい HNO, 溶液を送りこむ。この溶液の猥度と回数は順次 7 N ••• 4 回， 3 Nヽ．．．

5 回， 15 N ••• 5 回，水… 10 回等である。

装置の一部

且 I 、
ュ正面ut 5e芦成lan が XID” • 4 
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オ 8 混合管からとり出された各フラクショ

ンの放射能をしらべると図のようになる。すな

わち U と Puは FPから分離され，それぞれ水溶液

' として得られた。また混合管中の有機層には殆

んど何も残らなかつた。

得られた水溶液をもとにして次のことがら

を検討した。

（イ） ガンマおよびベーク放射能に対するウラン，

プルトニウム部分の D.F．を計算すると，前回に

報告した 5mとづつ振り合わせるカウンター・カレ

ントの結果に比らぺて極めて高い値が得られた

（口） 各フラクションの酸度の摘定およびイオン

交換による核種の分析をおこない，各フラクシ

ヨンの処置ならびに廃液処理の問題を検討した。
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1A 8 照的墳 uo,, 忽‘奸よ＇）の·ア炉分島一ー］極被必量分恙

,!:·a 紅原子力妍知叶

”謀応炉業疇所

ぷ•店‘田升雄

パお末ー戸、°却 正冷竹又一見

”水、？卜 7 ボと使用し米颯 WT え原子炉 Z‘1中性手簸射さ紅 uo」総料体よ 1 IIヽ妓模
疇訪清可 3 痕惰這叩知，オ‘｀フト虹噴疇射馴這洋処理可｀□五
“につ 1) l.. rJ,色／くとそ心小 3 が‘はじわてり経験［あ 3 こと裟蟹が｀比窮掬僭ぽ和囃頼但
があ 3 こと栢どの逗由づヽら了＝六ン交換椋団這かたケ斡玄を平茫ず芦， UI mr のア::=-ォ
汲夜樹雌，こ？戸渇脱羞仕 I二つ、心祠素卓しましたが北IE/ I材栂溝澄疇知叫厄
l恥心頑禽73"”につ 1／渾渥t 1了，
紐i-こヽで渭町遺科は上記寮刃丘亥4XIダ吋-t召匂畔ぽ叩）さ

う叶約 6 ヶ月向況叩 L で UOが＼＇レ、っ卜よ 1 寮可木．っトセ疇℃｀徽景'1) I況（豹／心り
繹瓜し在ものt'令J. ~の吃のは表面で約口叫r 滋冴虚／乏if( L てか戸

史転；一以J:...IT) Ilヽい /0が片砂 兵c. I覆昂年忍 I, X4, /tn}~ン
メ、？兄曰（足ー“げ）抑§いず ce のカラム這し) ? ~ION f/砂3 て渇砂乞茨出-:, L.J 
~ I M Hゆ炉cc て改¢似｀叶砂ァミン索和•,公(/)み碕鰭点さした。
彿果；— uoシヽl、片心硝殴/C ょ項和匹）もっかしく応ぶC に加遷L 約 3o,fJ向

が厚し色．この弟陪茨If)¥得玖I\'7 卜 Iレ乞珂 I に示す。年／ぅ7 ff)ゼー 7 は年砂9勺
9ー -7 のすで 1：：かくい輝t'店（），ア＝オン交哄碑雁よ 9 炉紅茨沖のじ放和能 I辺吋
也とり線スベ？卜，レ I二っ豆悛乙し在。この和果 Y稗淮翡の n万 Iな..2.,u~アウで初右直

捌に見 3 と知炉fの '[).F．,'Jl•釦、バ爆も亨）， 7~ ／りがりゆ戸紐量ど、i、そすと戸直

ゅ紅の改塔か•もでれ 3 ようであ 3 • 

次碕底紅渡沖伍虹T能乙み冗介スフローカウン l べ渕定し下所刈酸Iこい衰
初の茉釦奸 I:::.3cたん、.f,..,eノt.ド叶ジヽレアミン鵡虹 l＝は¢ヽ0 ~戸心r....fの直
碍ゃ肴条 au よ '1 のん杖射能であ，）後者 m?A の幻放身柑さでおうう，危びほが緩ェ｀

ネ Iレギ'-む妥＇）史凋耳の役—..237 のt•- 7 と比蕨 L 在。 （知i a:/) 
戸t知必疋）ー 2よ0 釦知
い·倉守収こゎ 3 ここ亦わか｝，吼き;:；：：：こ冨'):` :、 I
碩先生）卑綿出ヂ、浮宮夭穴'::.深く応

如します，

＇）日オ化浮なオ If年な C'然衷

F『; I 

エネ Iレギし、

計
数
慎

ao 

巧乙

* 
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1A 9 直蒋碑公ぅ去によ；枝燃、料再拠理

東芝中央応廿究所 冨島広 0津久井一人 い皿勇美

痕弟等水これまで畑究して来た非,l<.糞性ウラン化し合物よリ有杖慕媒て 9` ,7ぅンと抽企、
精餓し尿子対緑、高純農のウうンと得3 直蒋抽庶法1まイエローケーやからのウランの抽公精巣
ゥぅン加工成形物かうのうぅ泣抽氏峙lこ原子灼燃料の峻造中のスクうッ 79 からかうラ
ン這 1又蔚：洟l してばかなリの成rヵとおさめ実涎して、ヽる。不純蒻の大部分屯ウランと介
蘊す 5 こと水可能であ百ので賠、射浮燃料の再胚理1こ於て）ま拠理初期）こ於て高淑射能．の枝介
翠庄成物り蘊料拘質かう介饂することか‘できる。また泰暢抽か人唸この槌理作業ぶ非弟＼こ
鬼易となり放射線）こ対するしゃヘヽヽ／その他の設儲の商易化太可能で浪介幾庄成喩起農蜘さ
訊た勅て諏リ広せるのでその槌理の落易となること水芳えら汎る。枝．介泉庄瓜拘樟痘と
組嵌勺うンキの不純物元素の稽幾と）まもちうん畏 3 ぷ／上の様、な該羨 l二立って棟燃料の
再拠理lここの直等抽坐汰店疵用すうこと）よ有克義であ見且つこれ屈究屯羞あることによ

り前しい再拠現方式が見ヽヽ公ざ訊ること広廂侍さ汎る．
原子ヽ序で照紺した、ううニヤペレット芝空気中加熱酸化によっで紛砕しこ汎を前棟理も

応した有様溶媒で直将拙庶すうと核、介翠庄戌物の大部介）よ有襟屠 l:.lむ移 5 す＇／油瓜詩 1::.
放公され彰柚少量d)水囁中に濃綿され，ウランかう旅介欺庄成唸也介撻す 3 ことか＇できる。
介離の良合1ま抽広滋媒の紐成 1こい知パ 3.

原が対(J"R R-1)で中性子照射倹"30~.2.0 0 日冷却して短寿今浪浪を描壌させたウぅニャ
心ットを索気｝石＇空気い送リなか‘う 300~5oo•C に加撚し勅砕したもの店試料としこ肌
知2‘ ーカーに入軋有機癒媒として硝酸塚含ませた丁、 6、 P．で誼ぬ杞行う．抽公峙·1こ＼ま時々
ビ‘ーカーを振．り回す程復の撹拌で‘よく和輝釦瓦：汁う訊る様な）り‘し vヽ禄盪撹；拌か中学
）まなヽヽ。最艇：：狭試拭粒 、ううンセ油公した府機湊液等の放射能とシンゲ）レ及衣 2 s- b4•ャン

知ロシン今レー辺ンスペクトロメーター（ヽヽず‘訊もウエ l浅出I シン今レータ付属）で冷府し

枚介梨注瓜物の斧勤也しう‘ゞ危
直宇紐去での、ううンと不純物り介饂よ准根漆妹の濃良有祗湊媒中のウラン的ぅ農涙

抽釦鰈応疇り実験の結棗紅紐釦濃良のイい疇介竣庄成物の除紅釈渇大
ずう、つまリ堺昧に対するウランI!)他和良の大を、ヽ租除来効年のよヽヽことになる。又有撓渫
媒中のウラン濃浪 l瑾 1 ヽ方がよく／神公温良lょウランの神公逢涙を高める羨で｀ lむ名ヽヽ方広‘

よヽヽ次）それにつ訊て核介裂注戌物の有哄痰媒へ？移行も増大す 3 ので浪流蜆注瓜物叫徐去
という災から社l}1. lt‘袖生湿良）1 公朱 3 文イti,ヽ方が好まレV\・ 速当tり条件と逸べ l均湖公紋．
陪の斗て‘狂％以上の枝介陵注成物とウうンから除去す 3 ことぶ‘公来 3。さら）：：這当ti-方

去で拙公齊媒のスクラヽ‘）乙‘`ンク‘'を行うこと 1こよリ 193ー、Ru J唸)--Nb 等 lま 256 介注 lしシ::,.+ｷ 
レーションスヘ゜グトロメーターで｀ lまスペ 7 卜 lし）こ殆んど，t:.゜ークを談めない程泉 l二逗除去する

ことが公未る．
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次l：：：了 RR-1 で）逗 1訊菰射 \.;6 浮冷却したりぅニャペレ、7 卜の侭瑶：例甚あ＼1‘ る。

実験誌果と収表艮が次釘こ示す 'l図）よ言鵡門ぅンと直諄：抽公したりうン舜浪及び‘庄搾心し
国収したウぅン海漁のツェ~ lレギースペクト）し庄示す。

釦華碑釦広によ3 松窯、料幻知逹例

姦
垢
格

L

10 

141一 工う＼レコ 外:l'h C. ~ b ヽ R: 苅し たわ．： ンがY ースペ

抄 I/ \ 

` 
1 贔 .. ,-'DI . 
f• ヽ． ヘ I \ 

卜 ‘` J 

｀ヽ· f t 
\ 

』
＼、

ド悩 \ 

:., " 
qテ・

ugj F立 ~I に¢ うこ n けェ Iレ b`— ヘ・ 1-1' ‘‘ 
匹 v l ~ 

\ \ 

り \ 唸ト J 
I 

ド、
!l-1. ヽに J h ヽ

ｷ̀ r 
~ヽ

'.. HI 03 •$ しド9 b f 占畑 :uc 
\. 国 反 l

: ̀  ラ‘
澳 泊し 7 に｝し スト？卜h

\ 

k 
ドｷ. . . 

”" ’ 24 杞ド←
• 7 

10'ｷ 
0 10 20 30 鼻• E• ヽo f0,9 90 /00 /IO I20 /39 /49 /50 /‘o no 

十ャン年）レ

この結果によってもわかる様にこの直蒋
袖か紅｀ば落綽と祁公か禅ー俊発て‘4和

汎且つ拠理の効靱俊粍 lこあV)て大部介の

放直次裔酎：：：除去されいために漁紐

虹勾：：：疇して禄作ば落易とな1)叉言射素
の摘易化も可能となるこ ~l名大きな力＼羨

である。

bヶ和租Pした、うランの使理
有機滓媒紐爪

神出：温度

試料採取そ
全放射能

抽効ぅン漆疲
放杓能

うぢ＇・←ヽ/<u

q巧ヌ~-Nb

逆袖公後ヽ）ラン
汝射能

うち lo3-61<1,¥ 

唸渇

りラン回収率·

啜Tぶ炉HNO追繹）。1·

登温（冬1 25t) 

U として 10~

1 、 G X 10'1 cp'Illｷ 

5;4x i osc戸•（除染率似り
I 、 6 メ 103 CP( ク仰、0%)

4、 !,x I03Cf'111.(クqr切

1 、 6 x l os-crm. ( ❖ 牡0必

3、 0 メ 1o"" cp加（，，qq級

4、o x 10,. cだ（クq9級

祁： 2％
岳ンの定竜）いアンモニりム・＋オゲ
リコしート法）二ふた。
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2A10 柊、分製生成｀物の放甘化条的定立企朴
（炉ー紋） 訴．溜素 I こ，—、.J I, Ru その｛也っ令雌

〇守"|'蓄士人・年認ー・ふ戸塩人・野村真二

日本訊｝ーガふff児門 尺腎包・竹豚英み・夏且靖夫

1) ウランその他・1）廉手校，っ救分製，こi. iなう資現象も旅射化．苧的方迄と Ir]、）て玩兌す d

：：乙力＼9' ｝）れり ¥L 這、1を,~樗、て‘‘あ d hゞ，そのために rt枝，分紋生成掬っ9 1言籍しう 3 分析甜と確

立すよこ乙が｀ I炒‘阜ゼ‘ある，核今裂生成｀鞠の分雌 1こ問 L て,i't)うヽ） 3 ~研知I‘‘ あこなわ孔

てし）』が｀，こ礼らっ大名賢は特足の枚種 4 みを対象｀t. L て他の放稚o/ 1欠卑と怯牲，二 L た］

盤 ~l た 1 L て').J t d) ~\ヽ｀夕fし l •,I?礼,/'.)れ'1"/ 13 的のた的に 1 本・1'y•生の訊‘糾·をtち＼）て 1nHS

ー Yl e. ld curve g_揺さう』 11`L‘‘ の枝棺を足喧すさ磋恥ヽ｀あるのて｀‘,同一試料より出来J

限 '1、紅的に，また逆速,:今雌をわ｀こなうこ乙 6浮求｀される。このような・観災かうすJ乙

I 速在知られてい』方シ祖て｀はイオン交授紺陥 lこよる令）を，シむぶ‘｛っ z {すぐれている。 しが

L なが｀ら，この方浅 1 'j. /桟今裂生成物中d)比較的核合裂牧手‘の、）、さな元甕 (CJ J Zn ，ふ？，
Sb なt。）わよび｀存在朕態，の複雑な元素、 (I, l?u, Mo, Te なが）に吋 L て，よ 1必ず l t浦足な

緒果もあたえて l l /jい。そこて‘’，われわれ，ょ，イオン梵控法を中心乙 L 7.その前復に菜、溜

．琥紋，湛饉抽武なt‘‘勺方充も通当 lこ絋井合，1 也るこ乙によって，可能な限 1 ，魚統的な分

紐法t雄江すべ．＜検吋を作めた。今団 1'3- I ,,iオン交揆痣 z‘‘ 久炉埋し憶い藷冗f、とあ~ 6¥ l" め

＂法 Z`‘ 介観す 3 咄の悶題，こブ‘‘て，苫千の知見乞得たのて‘‘枝告すふ．
2) 1 -'i‘`y l` あよび｀れ戊粒~ t. L て 11 肘束ヽ\ 3 ヽ） 3 な｛のが‘舟えら礼る d凡今国，ょ触、中

性｝によるウランの板令翠生紋的と対象土した． TT O,. ，紡／ 0 0 m§ とJ R R - I 乏'~H ヘ

4 W 態肘 L' これと出 02 をふ（む rm ｛の I ti H C.［に加懃立鯖す d 。 この洛丸：：戎IIC/0,
/0 111! と加i..,.ro·c 位 z‘‘ 通丸藻、i像 L て 13/I 乙 (32工を追 I) 出I L ヽ／瓜OH に唆1火させる。

っざに、漆液t心 l て／o3 f<. v t盛溜す;i •この投（tによ 1 J 1 Z 見U,;. I;/. 'tん乙‘‘'兒全に怜

くこ｀l が‘て‘‘さる。 この？象，？f..,丁c 力＼｀、国叶に笹，渭さ孔 3 61‘`, r ，f.,製スペクト Iしあよが半；秋芍和フ

差によ 1 免令，：令叫てきる．つざ｀ I:, 9バi応 HBr t加えて煎溜 L, ふ燐ど藩出させる。
As, Ge ヽ五‘われ 1£同碩，こ瑠出す 3 。感滑残丸i食を鞄困 L てつき‘‘の操稟佐に l>. l) る。

3) 褐ィオン交棟t｀確実に侭理 L ぅ a 元素，1-· l.r, 麻，孝土綾た素およがア 1しカリ土籟元青

ゼあ a _. Te. ia.その拳勤 Ar複誰で｀あるが‘，遵元ぅ危致堵によりf令＜ここ 6V｀で｀さる． L ゥヽ L' よ

すL 勾令維歪クl 中，：且込むこi_ l-:. 1な尚問題ぶ‘あり検討十7，'ある。 M。 9よイオン交棟沼直対し
て＼） 3 6ゞ，その存在朕値，ぶ‘/ll らかぜないのて｀‘さうに研＇礼す.;i. Cd, Z'.'.n 、料， A§ 0 2:'."につ I)

て 11 訊充｀L 危イオン交検廷と秀房、してしI る 6\`‘I 紐，中ヽト生みによ 3 ウランか叔令没て9‘‘Id 炊串

が‘し＼ 3 じ』しく｛ち、）のて｀湘足な結梨心得りれながった． これら 1こつヽ＼"Z_ l な更 Iミ研梵 L て統免

，設すふ．
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2A11 高級脂肪眠吋3 オ由瓜斌の研克

京尺程 森永太一郎・永井外代士〇森井ふし．．

ステァ 1) ン竣 I＜よる徽量全屈イオンの枯9 出、今誨に 1莉する研究）す著者ら 1てよリ，すt" /c ス

トロ::/ナウムーイツトリウム）核分裂主戒夏鉄，錮など 1= っきなされ哉告ざれている。

げ 5 回択印I'..，営討論k) 今'@ I広トリウム l I ア）お‘よl>‘｀ウラン l 江）につざ同様苔呼虎そ汀

店った。

＂虔およひ‘'結果、・・ トリウム．お‘よ»‘・ウラン）ょ試荼将級のみ肖誤至定用いて／o~M 素没(J.I 

”塩廃醸蔽桂）た瑚益 L 舒灰‘溶i夜となし） それよ＇）逸、主／巧仮c 1-t;:, 1.r/J仄C ")滓波ぎ調

製し食荻y.:伐した。 卜）ウム 1 た 1プうラン‘の史量）古ネオトJン\ rJ,ifl, *念凌），＝ぶら吠光

え度ぽJo ょy店された。ステアリン酸）す試菟活祓品定そ，， 3 ヽ）月、、た。複淮T i容夜と L て 1す

社 I~2)”孟化カリウムとク豆販，，？厄～7 1す酢痕ナトリウムと塩酸， P”}な荊乍酸ナトJう A,

餅f~ID 11 塩化ァンモニうムとアンモ＝ア水 IC よ＇）親製した。

芸雄附工）レレンマ 1 ヤー（約 30cc),~ 卜Jウム 1 -r,, Iオウうンの I”1底溶波／ cc 屯拉え｝

そこへ釦貯i冬波~ cc) つ‘'て‘7k e 加えて／0 バ，＝する。：：：d) i念i免 1= 粉ホクステアリン酪

認fを力D え水冷上て‘、7JD 熟する。ステアリン酸ヵ‘苔容駐したのラ 3 今J旬 l；ザしく、3, 9 まt‘吏 I~

I a 分向静翌ヵh 愁，する。扱冷悛め． s C ~ i？祗て＂弁蓬し）各pH，のf知桁渡翠；；’‘i広）条す‘~. 5釘夜ぉ＇

ぶが戎i良交今 l 一定± I= したのち I-') ウムまI"' 1; ウラン玄定遺：する。方 h｀比較のたらステ

アリン酸を力b えな、、名合，＝つヽヽて）司様な食蕨た汀なった。

そっ栢泉トリウム 1= っ、ヽて）ま）ラが夜中の全歴｛オンの残存卑·)なステァl) ::/甜t -t;;加え百 ... 

埓 l"t pH I~3)-;J: JO 0 砂て‘•あ 9, pH 午J:')'於次域少してpH gゼ ?O笈" lj •), pH o/~/fJ --c.. 11 P, >/、号

て｀あった。 ステアリン頑定 ~ll えた場合）= Iさ砂／て..“とな') pH 3 ，；あ｀ヽヽてg-7多 I p!J f-以上

1" 乃 3 ヒJ了とんゞ全くみとめシれな"'.

ウラン）＝っ、ヽてJす）ステアjン酸右籾えな、、峙）す砂 l~『，，，田J了ヽ‘`J OO農である力｀・‘)pH ?て＂

/S }7o I p~/ /0 て‘`J OJu\::なった。ステアリン痰ヵ‘‘危在す 3 とpH I~ 3 て‘‘?7,了＇であるが‘）所

午-z`‘叫ヒ巧i,それよ’J 9荻次i秋｀J,‘してpH gで的 3 偽亡なる。

なも‘卜＇）う"-\ 1i',I'If・・ウランの澪度）ステアyン絨の本ヵD 生）が）、奇月埓由なゞ英支，L さtた

シ易合のオも虫卑 I= 及 l弓．．り彩零，＝っ、ヽて棟討した結泉で報告する。
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2A12 クペロンに£るし温泉 11<ヽャの R式のか斡足量戌

ぁ錬大学仕 原I

ク

ー

1 復：

湿泉水中の RaC を今雉足号i 3 沼広\:. l で、 クヘ？ \? ; " ｛吏｛打を試み h, クペ、2 ンを度 11)

す 3 と｀ R. A 、 Ra8 が‘•科］出でれす． Rぷクのみ紗出パ佑 1 れ 3 ，，て．枯め（邪なか良か＇）久

この杖]!t 11 反l l から知｝才か・出床｝，

゜
゜10 

゜

。

n“ 
ー

ぷ反ヮ-). /:、 1,/。 7 へo,1 ンi麟S-.o ヅ．絃箪足

暑を加え、ク 1フ、フ水）しム／0,0 況／を手めが2 えてぶ，， 1

湿記k "1一定号を加え｝事にJ'.'}. pH を 1 (: f[ 1 様に
謝製してあくっ 内なわt `、I,品泉水一定唇を加 2 /(、

rH'{; 1,..l 1 直tに正昧Jo 秒（句は（すしく振造か 3 っ

(2. 0 紗 1 て（1 ` 「紗倫 I：今液，"l -卜の盆給t 1土l ヽ， 1 、

R,,,_ 祈を追出う．）ク、2 、フナ、ルムキ日と湿知k柑とか今雌

か l d)を持って、 9'フ，つが、Jレム柏を和） n 犀及，-z - ~ I 、

紡し松C "l Jり似されたクヘ’ロング 12,2 か）L ムの 2、 C

叫をスランレス試叶＼弘（ぇとフて．蒸奇約l甜 l 、 4 り

旅的侑もt)1. -')ッ｀Jェン枇迎：応•沙’I 足た行った。
島と和C.とが印腿如ぁ｝灌泉水につ，，て、和 c

t慎＇）足 L 、 R久＇ょ判（こ 1、日、釦叫を）~" 1 連Il 足（た。
そり蛯乳知な痘t紅c..濃度t d) I筍Jこ 11 表 I "l様

な（月 1条が認められ、克ケこ，，方広て、 知 r,. ~ひ（・；

R仇＂定雇が可侶であ｝ことかわ1Jヽった、20 40 60 mi,,,.. 

ii) 1 ` ク々に、 クヘ°ロン/;/..屁、｀狂l qが杭·試珀t （て月、、り

れて、， 3 ゥて＼欽屈かわれす a t易今 l"- つ，、て、和 C の柚枇今雑を試みたか、晶屎和：迫

＇睾いわ方 3 指知，む蜀彫 rる＇’オか咀しかとなっJ;z.妥に、灌I追籟の尉埓，-- !つて、
駅の抽出か l の様な紗賢を俊 I1 3 かにつ，、 1 瓜a 、爛、＆びユ名につ,,て、 オ奏討 l

夜か、遁，年り滋泉水（ワ今 1 れ 3 it度では｀約賃") f;f''かか謀忍あられた。そ：て｀、ム岨鼎）曾
畠湿知‘・、 品 C の乱Il 足を行？たのて．、 そ＾ 2.～3 り｀姥計（べつ， 9 て糸すと、泉J..')様に「；った。

扱 1・｀ R .. c /:に濃知切肉係（精琳ti.)
R ... 似loー19し磁

!•、µ /1.// 

Jo,7 ヽ90

忍
2J｢  
3,72 
ク、5

似 I7、.,担0 
｢ 7S̀ Iれヽ

束 2. .li豹妬温泉の知C ．ぅ晨展
和 C.)(,,._

lo-i• CU沙 lo..,。四呟

枝疾寮 JミS ク 3

天矢夭

禾炎 l亥）

丹生双

/} 600 

..23 

~/0 

／仁ヽ,o

ん70

/</-00 
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2A13 ヘ＇）クムが｀又中の 7 17 ゜トソ， 1セ）ゾの，分離

沼和いパ『定珂 ゜面百塔ー 入島息．—

高晶がス冷幻•'I:./'q 1打を研定パ疇て逸”ら水（f,• 1 ，刈 K が、9 てん手刃質炒 0'"方之ク

れて U る。 ン上うり；令灯り＂ズt l t，｛，主じしてヘリウ A が＇ズが＇用いりも侑和晨して再f免

吼されぅ．従って炉と糾（＜ヘリク A tJ'’ス，i萩Iii'製生成｀榜と倉んでi• 1 ，ントク生衣初パ会

広、i炉q冬全退鯰オ・1•生｝，釦わt. 4 観え b` 6 I心tなう。；ンでば乍，I る稜介裟生成｀ガ＇’

夭で•あ::, 7 リ 7゜トプ及•松ぎ也）アのへりク A 1J`’スがりク今紐 k つ.,て 11 7 た足坂 K '7"て

雑告すう。

戻絞ヽi /]'’ス 1 ＂て卜 7'’77 t l司埠なう墳で行＂，叫いgtドr 月ひ＇’閃e t In“ ，ォ促ぷ，1 ず｝空

ジプケレージコン及び｀レイトメ、・ーターで•f1 q止娩的 I＜記年和させ（く。 1月，， rくだY'1 lco況c e59 

/000 (舟にへyゥ A で噌tl\. r, わりで•あ 11. ;t r, 閃e l1 voュをJRK1 疇紆f •L ，へリウ A 1J" X 下で•

“で｀藩輯 2 せ， ヘリクムが＇スで止ヽI 武し吋小生力）， に°'(1 1J', 17 ー，ゾ，ン 1 /Jゲ，／，液叶皇

食で表利し(< 7'1 7 スウ／ IV わ退卜 7 ッ 7° t甘緊しfく使，液抹皇索t・ンロし（＜品紅炎卜 7.7

1＇に集＾てi史用 l r,. 嗚り碓認9,1 坦，、゜ IV スヘ 1 卜今mtで’{う -,r-.... /Jグム l1 ガ’ラ x 酪で9
10~ x sr; o叫叫，， v 象管を 1刊＂，啜着和1 ビレt,i瑶挫麦，シリガゲ',v, 洛·)生ア、レミナ，モ

v ャュ 7 ーシー 1'4 A り各 [0 メツシュqわ 1 を皇索及び‘ヘリウムが＇ス亙滋t中で卯熟し択煉

してff! el t~。滋注）1 毎今や D れ、及び＇foo 況で＇，羞危，9 70.c /J‘ケー190 OC. 9 範岡で丹1 足した。

恥叫勺り k よ水，2｀'雌叫訊｝かぅ哨 h’k （違ぷ曲課 4 丸｀滋ン足りよう/,示 1 ,ft.る。
N“A F 色）t砂（）一 “F七／k況

f =.  e 
(N-I) ! (K訊）“

ここで'l'，なヤャリヤーがスf q言氏未ナが＇ス 4 シ〗復（~), t,,;;試科注入4委 9 呻m (化如），

千｝ナキベリヤーガ｀スq凌達（元竺）， A,ぇ試糾が又q世（叫）， N ，ま埋袴没叙，汎 1ま開
い（＜吸着、争l q吃董（~)'}::,;呟着オ如心（ツf)である。い疇クヒ·- 7,口立、ずタ
炉崎前七…ぱ加＝ 0 とかくンとパJ 7 てf弁られ／迄 9 式｀f｀"執か水る。もし N が'f今
ト・乏 1f卜 I す·そq 次q ~ ~ な 9.

(N-r) K訊f tl"a?( 
t~=~)(= 
Nr..ｷ  ~ 

文策綽果、なンり幻を目川て，羞屯吹い）を逆と（＜砂合K つ U て k を成 1 誼釦 K iぅ k さ

と 9 が曾釉 K 質(°k) 也とフf< f'7 フ、く示すと各喚着、和） K つ、，て直誅が＇斎 9 れ rく。 ま r, 七只…
q （直を力 7 A り希：さ笈ぇfり騎 K ク｀’て長禾する・（ゎ，ょ戎遥呼J1) (~た））。 ＞水ら？＄も

果がり 7') 7‘ トア l キセJプが｀＇ガ？ム 1-.: f呆崎 1 ．れう 9行凋が＇手’／るクで， ←ゥ K 次うン,J,..ら

泣9村生・ガ’’ス？ ？紅母ャ汲着、v- I f> 1床玄屑トグッフa り叩直叶門tシた危 1 ぅジとが＂で• 2 a. 
w. E.B yow必吋， C. C, Bol七＆．• O R N L -...2.I I 6 (I f S-6). 

R.P.Aekley l R. E.A心凪5, W. E-. Brow砂<ff~ TI D -7Sf3, 1'11-.2.16 (/'161) 
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2A14 4 iン文｝足和廂 1; .f J \?,、しtいの勺雌

幻紙i k ｀｝．繁碩り 。打ふ音叫）．髪目睛,t. 沫団長K2)

1 1 シ走狭細転.}:: ~'f Iしカリ傾属柿亙 4 帷雌心E、いいいよ Powex 切， Hkm碑
ふ用ぃ叫這離浪｝•し｛各n 川て行フて、＼す nぐ暉雌1ヽ杞与(.,..あっt。今恥y ^3L, " A叫可—
1 北clk-9{)(),HI\而猜直t同じく叩直ヽ I (NLI., K, 紅、に 左乳与何陣 L (し、 1。る

縞て）等はいWex to -X t、 HK 形狽爾叫紅鰯激未(~ ｷltb ~ ts "'~揺紅:f. I¥ ~1 ケし去
し 1l ラ入決｛｀い右 V‘ 今採討し（、、各。 さ＾桑戟 liお· V‘ て,~椒稲として多愛ダ｀ 4'(.( オン＄K

ttl 庄用 V’. HU い餐雌液1:. f 1 !lb 1:. ts Iii狙輝象竹 1, フ‘｀てさじ 1 ；；様討t nuぇ叫仙
水希液 K .rが洛誰n訊みt。 又 k^(OH Ji t浪ぅ辰い澄謡派と 1 1 和製 k\, ハ精鴻K フ V‘ （釘稀

養限t41 7 ↑く。

含す~,ヽベッヶ淑"..r')坑gu未数 M”": t釘っ↑く。 る狐堵 If I 、、` `’I 'r註 1i ¥')侑伯Uな穀 K↓ E 

米“、ta o 狂直滋 KdC:;"”絣‘布ts、&1 II芍,r,,和修tsU A.8 吋t加え↑サ場に＾方釈K き‘`

2 しi示して、、 1 ． 一方i、 K 、 1。mrkns,.,芍＾稼后 Iくぷ~ 11古い訣1条＾とさ HI"“がぶ麻
1 舘授以 1ヽ 外睛 H 知虹係数 k』l;J: I手 ,r- 茫 k 斥，＇、 そか以ヒ Fh 了t狂梼亀＾嘴ヵu l::.しいて

疹ケす 4 2 と釈明 6 1ヽ 1ふ貨 1 。 そ： 1←叫~ l'f C~ ＾喝もし＇‘＾程授＾厘量がら韮瀑数 KAり藻
ヶl..- Iざじめす打1 2 0•t N し1).I)hN HUぅ彰反V-·フJてしじベ-v..硬蝶祁果¥ `’ り．じ N HtL 湘汲

Iべ｀お Ir す与印係狂 KAKし L uCs "来 K O. 'It N 叫湘知そ"'.,r:,, "き< ` Rいけし遠呵
仮惰1バ 1 1 （北＇すし h l::～一吏てふ力 ’I ｀ さ.::, r. Rb ~ ti.C..~ぶ滋暉す 3 、こしドぶフて痰サを本 L
K 。 オヤ狛師和釈紅粁比しCs 叶印和さ卜t渇ほ•^"ltt奪数 Kh. 惰訊低数寸t求 M t。 : 4 
喝は比1:; ts"~パi t、、、各..,.,r.,'"羨元(i1 クt¢そ A 作象t.\;N H tL 湘液I\ t畜［れ証頃滋 ·9

KAKb H l 1. t、 IGJ t,s If Iいt llll'-.良（｀れ ’9 ` しt武って資髄1紅灼くも 1 ．11 t -r+.,．梵 4L し

t ‘‘m、。火に1Jう・入法 Iべぷ ’9 Rb k ts 心討謡叫取 L 釆’M 1く。 4 1 ` ノ文猿口謡 1, 1:·ぃて惰陣

奇べ 9 試和＾罹沢用・‘‘3 11 1 h ^ 支派澄蔓 k 油し（t所 1lヽさ<.狛ng ＾非段 1-. H t.て｝註郎
逍授如ャ捐星Ifか 1ゎ狛110 和1:-ぅ登随宋和I,_ A 旧 1-::. ,i -r`ン文殺手衝ぷI,').,,'ii.,-t; "il雌 13 取い

象侑臼1 ゎ爪る。 : A 樟. tr 見比爪らつぎ｀· 4 林↑｀奪貨t元 6 k k`。ざい凡紐～了oo メッシュ＾

HR豹柑f B5. o.t t庫 4 x i0 叫＾”ラ＾ ＂史用I.. fく。訊利甘比ik＼ぅ貪tわ叫／3 n ％~しt篠註4争 111 t3

tふ． t．じ N しt." N AHU  K ¥’9 ぅ祖達与り b•t叫／mｷ Iくてぅ輝い n..., rく。 ぺ狂係1:..して烈 10 吋

t加元｀ o．じ N HCし 1i ¥す印紐も租っfく。じK ヒ了？い浴邸凹縁ぶ', *‘m t釘iitほ穀 U りi髄
t租数べt 1Aし le \\＜示す。fI)..い1e1 H I`' 、., "k t ,9 求め↑くわ"I t~ヽ 1 。

111.-'7 le I, • -II虹、広 I寸1 暉d和数 k』t釘臨4糸秀女r:J.. • '心Ie t`’心n知口頒頑数U t維縛数t/.
さ文紐造 ^ 遣疹 I ~ばぅ彰辰＾湛援

L立
声
ご卜｀し
、..-s'I.-

但し咽虹訊i紅幼叫／1Rいも心…＂ Cs雌詣伶Em．他国叶蜘紅皿／i＂叫山直叫叱．
t係1
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：小笥＾とにま 1lヽら呵ら 11ヽ・な札 1こ． 情誼佐数~ 11 ~.I; t-11-ttf. "吋 9．了し K 訂｀） t．1 じ N 内 1.tt J ') 

ぃ＜簑復兄亀苔と爵十か 1 。 又＂U含数 Kd11-Iゞ `.I T しい： 11 5J; Nl t遠い哀いJ...内 K 1 ／紋

して、、 1 、i頑 Ill 洲i t"0.元い囁ほ 1印瀑後＾ほ諒ほ4 叡尋＾ Rししts a 渇t " n べ（韮U和
和 KAIず，lヽざくtiり｀蹂正 11ミ｀ Iずヤ< r5 7 て～ヽ 1 。 >k y.. N叫叫印届,_申陣液とし（雌h()A t ＊戊
浪t•Ii\ V`Kしとts ＾惰訊！訂プ 1i, 4免祖しt；打 1 ム 1さ加～100 メッシ'.)..‘叫い狛 IIi` t，い叶
` !.O □ n`IK N N恥OAバ浪液 I• .F 'I し紅逢いい`L/,'W\ k （森邸 L fく。演れ 91 tt h翡1盲th""t.／い
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2Al5 憮玲質イオン交比和わ叛）
リン 1蒻又ズ‘炉瑶｛わほ喧（紙絃）

如広I全珂 伎蘇令Jls..)銃太上） 0 井：条

放射住度鯰遺，枝燃料叩況乃乙が 1ピ象立馴ァ 3釘j巳硬在上豆覆スス＇イオ
ン文淫体とし＼了し l ぅ訂条件し冷奴し，冷か混豆紐今も支揆厖奇尽l^9代号％字定ft I') I祠｛介，窮
に’'を本の I合汰滋遁冷fft.けた．｝灰ァ Iし力仇金属っ＃直夕紐板今俵生奴秒砂rlイ＜違汰

刀ピ｀につい吐枝討しノ狂豆彗l生這fふこ：｀有ヵ牙杖行紀怜味釘 L し直招し
叩ことが＾ク心ー9 し‘J Jf回 1t-ざ 5 Iて詳しくt，文末飴 9|t燎—―刀に放右怠及心＇長た現
叶り窓一—ーにっ＼，tし；べたの'l," { 9 佐呆t籾令すみ

ほ旧した糾｀奸1,1 叫f t'、直叶ゥ甜呆 l"糾、丘‘ノ支税玲4をノ倉奴凋牧浮しから人へ乙
義直らも｀ 5 瓜 3 $̂.: po+ = l : 2 6)打jぶ誤ん L 渭夫 PO]へ＝IIf 9 紐加：比謹
す｝屯立鯰＇りも？があ｝。

l, 滴定出付、 必 o` | H のイオン痰名（て“`< t卜yゥム嘉応麻足偽瓜tとっ久
[ -=- 3 ノ睛応· 11 牙 ll が 27 ？姜曲点［齊すi曲俵がfl~ ~ノプ‘くども 2 衰，項g ,I¢ 的嗅
ぅセ女嗅鬼ガ｀炉在 9 Jと柑疋いい． 、＼

2．四対応臼訓豆｀ゑ永バ 7:I{麻町、r ·i:が l XIO ？レントグ‘忍紆した。
叶紋(1 もぢ｝んの三浦虔翡虚砂支堆虔吋セにも鬼し、、和<1てみ• 5 瓜乃かった． そだノ
恥 C5 ")”/t｛生t股わ奇 r /} I]同炉•あり ・2夕匹心勾,z,··a 匂 ”’`T尼I ユと
が叫らが｀しな9 だ。 ｷ 

3. 印遺心昭 和足が 5 四゜こにわたっ凸示天差ク吋ど繹した． 80°□ 5 外心
にゥたっt加戸虹ビー 1 がみ；小 3 介•J碕 l'a.ユo 砂我笈女捷正な＃心 l\ 3'A 
府求") Uしにt 1 炉）口乃ー｝二乙が出｀未 3. 3 位℃以上が 1パ祝紐§パ虹珀吠合す：
応゜C 迄,~料｝ ＂い｝乙‘11如印9 t:.誰走之い。 7どに 11年這旱/I0℃ I ;2(IfーC, 
炉0°c J十lo ゜C 乃以羞が現をし女t ::. 3 知の泣い IP, J.-f•_,:L I、?屹 ).3, 3 炉， 27“
o馘い；厄 K十によ 3 H十澤維払心(J,;＾ぐ｀嘉しく力 3 か＇）紅圧
ll{) ゜Cバ況L たもク（こ？ `` t I1 鑓tit蔑し文 9 に比べ＇） ｝＄んど要化し℃い乃＂。し
いし凶,·c.吠虚7 }こf知 3. f瓦位し4&,“Itit,コ/{{)゜乙旦碩したもり 1` t
ヘ｝菜しく恵くり的に大祈が Cj心疇l,:、,'!=? 1..も四訊弁し'--"l I祉（4 す＾•主咆
和＇あ｝．

糸 い代メ線り心條団祈iてい紅吐ノ、ク揉逗泉｀／分莉全属（オ／9 ぬ但
い遠亨疇の町足万ビも行）に衣"l.,,..,碍 5 1 移羨t {fセし紋考す 3 。
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2A16 而寸放析練イオン交干央体 1：：園す 3 詞究和3. リン醗チ？ゴ柘交牧体

東北大理．詩印磁訛研 固11 が信， 0 長谷 llI 薗彦

1 含＊ア IV ミ I 迂醗塩 ァルミニウ A タングステンの酸化物， ＇）ン酸も 1レローズ｀の各
交祀豆放射在南蜘直ぅヽよ刃た射牲同イ立体 9 分離などり適応立荏す 3 目的さ交夜体 l:::.

恥す」基本的な 9卜生侵＆鵡古約翁，耐熱 E と｀り特位t眈/-:::.報告し 2 さ'f:.-"IJI'、しかし含＊
ア 1レミ I 珪萌塩，ア Iレミニウ1-, I タン？U ステ),, "'酸化仰i= 799 て 11=交 7央容骨． りン戟-e, Iし
ロース＂につ\\ C.，項噌却生などに II つ｀れも賣匡点J>\＇~ ~.今国 11=酸牲ぷよびア 1しカ'I、1かっ‘`

れぅ溶液'""ぶ lI ~直如立‘召 5 交在イいとして., 1J注陵チタニりム苫可2 リ.J:;. tf',樟＾パ合
豆｛戸濯堕応理さ呵·れたも 9 9 う 5 7)'う先攻体とし1.. ")表適各件に匂 9 r:::,.も 9 1：：っヽ I c:_ 

是礎的な4乞 9 直打し／ア 1レカリ金属の祖王令離：A ぴ＇＃わ雑q突戎漢I二対す 3 影零たと、突
験狂失とお’勺t渾告す 3 こと卜した．．

2 ` リン酸チタ.:::.ウム交袂体ゥ令萩｀ I本つき• 9 ように試｀It f>-. I丸 Tほ化チク＝ウム溶液と一

定逗さて→党袢しなが 5 ぅ必りン較と 927o t盈酸の浪含液 4 ヰにf全々に加えな D\“ ぅ宦う晟 l冠

況駿足生萩’さi:!:、狂叶肉後シ戸過し R9 5 T 含,,..わた l テ＂シケークーIf t'ー遅！肉桑邁しR
，チタニウ々と・，Iン酸 9 混合元 1丸ず： ror,.l : I, I : 2,. l : 3 （試油香そ R-1, R-2、 R-3)
のように注｀ゲそ1/Lを収交茂体と L "l,耳ヌリJ::西． こ 0 令た吻 ll-白 U 粒m•非稚晶紐qも 9

汀るとオ食定さい。壮,r,本 100~200 メッらにそうえ、交ヂ客骨及沢反応遅窟なと＂達'J
定には、召ら 0’ じ＇め合荻‘物を丘•C, t吋·肉勇碍し T-:,. も1 0) -&_ /1d111 Z （更用し凡．な否I こ 9 よシ
に転対し z 得ら九たり＞醗チ 9 ＝ウムの官這ぷ瑾峙より 9 戟対湛骨1-a:.i名 5 たり o.o 1, を℃‘’
ぁ 9 。そ九もれ 9 夜硬f.f I:: ついて I N i品化.,..ト'Iウ 4 ぅ容液（＝よ 9)に舌イオ),."I涌む骨より

夜疾客昔注l応た・芸長、立＞ウムイ＇才 ‘"'.'1-::. えでし R-l : 1.ro, t-2. : 1.85I R-3 : 2.20 呵/1-
となリチ 9 :::..ウ A に打す 9 り＞醗 9涅令え 1：：：よって蒼しいを硬容骨の変f吐梵、勺う九なり
か｀，今まさ試｀外うれtざたイオン交咬体＼こ因べ相当高 1、交呼容青 E 柔 T ：：：とが研ぅ°’ヒな
""> h. 令灰‘籾車はに一 1 <.R-2 <R-3 9 1 ,I9l-::. た 3 くな 3 秤景tf尋巳消湛幽引阜tと 9 t釦べ‘
百り果5桟紅陽イオン交守体げ栴是 Ii:. 2 穫↓心ぁ 3 ことか‘‘確定てれた。交印 0`riをと

っt* 20 以1.. I：：慇唇レ厄と'! "l pft l"t-し 1 つ｀の知剛体も 3 ＃度がうつi,..む更反応松拉術'"'
．達す 91＝要す 3 呵tア 1レ-,, V 全属,..フ 1, C.詞ぅへK に行果 I9 つヽれq全属t的 10合拉ヵ遠
・硬 9\、子衛,..達す 3 こと〇＼湘かつ'E,..＊舌イオ.,,,：：：え1..,.~ 7 Iレや，I全る1 T Y., 子『1がとは Li
く屈くK<Rb< c...s q l’1が｀勾 B • PIt 9 農なっい港叩詞登しpIt 1::: ~ i f-累fだ4全 9 石 l -z>I 否ゎt
詞 5 ぺ石秤晏，tシウムにつ n ？はpり 2 以J:.の漆液 9::. 文す L て一定し孔交痔象骨tえすこヒ

1>\●，，I)‘っ仄。〉R ざ I＝社拓練/-::. ;:ぅ会記",'度fくは 1o?r" 9 雑骨t"屯 Lb淳 r~ しない
。~.,知紐勺 !1、如9 し心 xlb 必 9 カラムとし r ，レ~,,含属q祖五令羞且親’外-i;...溶粒液

として砕醗ァンモーウ A t稽液 9 濤•度 I::: 践登レ h t,  E 9 り 1 行') E 栢晃なとしt f拾tて報
をす§.
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2A17 巧ェロ：ノア｀ノ金辰9羞ヒ主成今とすか兼旅：ィオ‘／交棟底拉 '’"cs 叫爾集」

雌源切印研＊

荏簾製JF f叩ぼ
-If **.  ~ __,-l!lf-

石原直店。見私現行鴨去囮厚向谷危三

v~加叫力や Z以叩‘ピの無、検イオン文授1本と（史って Cs の捕集分難：の研究が数夕く（四
われているが．核燃料再処理廃液のような｝旬殿性、為瓜農度厖浪 b‘ りてはその 1注惰上 C辻
効率良（捕集てきはい。藩着ら（まi紅麟、高温痕度漆如‘り支授吸ぷ法で仏を1靡集する目
的で｀フェロシア｀ノ金届塩ヒ主成介ビすら黙桟ィオヽ／交検休、ヒ Ifり I N4．伍．叱は'C`'(/)届姦
液 h よび籍殿巖i這液がら Cd: 暖鳥浦集する知験とfすなった。

（庚 験J フェロシア、ノ全ふ且と主成介にすら杷、根ィオ、ノ支授件（よ、フェロシア‘パ1:'..カ
りウムに硲酸、-;c. ·1 グ Iレ 3 和3喉．化飼t和名液和＂加えて出束た光穀和虚 I湛状と L てべ‘
ントナイI- h よび'、f•りアミド系の島今遺いJと直当量加えてよく撹叫·- 20’C 樟度 c凍
條マせ、再び尿得すiJ'L/ぷ舷紅倅ヒして水し今離すクのてこれt io•c.で釦保してi史~ L f:. 

C.s の支挽本に対する今釦系紋の湘J走（オ l~2 p c の知釦本 137C吐含む水i各iた 300 .,J•に交操
和1 t /)D え撹袢伐·(Jar 加臼）で 24 時向撹拌レ賊届和軒に達した後、水吝液の放射籠と
叩 L 11.4.,ふ竜t求ので“l.係紋ヒ箪広 L た。iた一江s の坦体と加えたも(1J lこついて同様·
な庚験とtfはい）卜｝各液の放射能と池J足 L てらに対する交1食吸羞能と永めた。

（結屎J 9 (l ) くのベァヶ法 I:KIT 々餘去率ヒ睛向にの）月 l系 ll I,奇）旬で約『O¾. 3 時向

で’虹｀ ;z,4時向でqf％り•,(L てわ~. ・

(2) 水(.fH が1) がり o. Cくの小鉦f系紋！なtx/04 <-グ1 、 交険知 I. 2.Jlf?/1 であ，応 V瓜西4
z必必ビttべて今飢（な紋Iよ 2 ヶ 9 桂度優れ、史検負~,“"さたはそ卓．以.t.である。
(3) V忍叫叫u r,J'ビの虹、機ィオン交険f年•で I~釦 9渭'a 受 IT あく｀ ／ N蛹酸いがら

の Cs の今血如 10~ 1.oo桂度でわり、イオン如危能も叙t令"J I I::.J町する。文この新
証｛本では．().t N”" 駿浴液'h'りでは 9 X 10J'Yu',3 N z｀、よx／が、交険釦ぃすれq麟
げても 12 哺74ヒ良ぃ直豆レ、f這1f這凌から（中わせずに充紅s と浦集できわこヒがわ
が，た。

（ゲ）屈鮫ナトリウムについて Iか Va叫叫凶 rJ．ピでも比較的尉嗜t知 1-: くい b, 、 3N
柑応·'1む汀虚い·届レく（町す々。これに反し、莉支操 l平z.. Iす 6N洛液 6｀りでも 3 メ I()“
c升 n f直只し影噌と受 I↑「がい・
(S)‘"PIレシウム．§紐？ Iしミ:::.ウム湛和·りでも o.sN で和IO3 c乃｀ 3N て"..2K/0 <1

、 6N で／心I~ の ”“"[km ．ス面、 3 f如賜fオンにも妨げられずにしs 「ざけと非
各 1-:. 穫仄的に交和瓜届するこに°‘・わか，た。 ・

（いなおセシウムの担体と 9D えセシウム濃度と({)J. IO千， IO文 IO→、 Hんt. l 這令
の介飢｛矛叙Iすそれそれ 4XIO仮府ヽJx/o.Y:, ?.ィぶ． I． 5 双／a~. z· あ， r--...
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2A18 ガ I`i迄粒ベントナ叶心バ文廂-rt.. A オンハ餘去 （建収）

註げ か心人知名孜珀北凡高嶺

栗田工t捻研 面土井蛙

ベ‘ンし 1 4 ¥ It夭烈遵 1吹＇イ 1 ン支操係しし 1 びそ 4 庄峡能が高虚狂 1こぷ;,, -{ " }. し
かし〗年I卦ヽttが｀非専，：大~ I I 0) 1,"未乎 K 微粒}- t r. って狂i i. 街、1 度森叩柑I屯f --;t ; I こ
も力‘如初し可‘'水かりり戸）が困翡尼--c'; h う K め放炉t和応怖茅 KIがあ手り紐砂ri t IA と
はい、，難ぃ， そふを裂為り｝ f乙め'"ガ｀it 1 } =- t 1：よって？＂に今散し行い莉仮 d V§ 拉）
t l,tり得 r2 ． こ今力‘'jもさ禎伊 lーよ｝ルシうム 4 オンゥ支救浪ょいむtが記虚度と虹恥理あ

'tバ＇性、I - J`’知珪 Iこよ｝" "` ；飼しt,:枯忍示す 1‘’ レ牝岳しし．セシうムイ 1 ン 1＝レ
いして 1-): 1ゆ～声c ドガ 1をす｝ ：：し 1＝につて翌応パ 1'生t`’'忍l.., ~,ミしt乾兄しr<． し~'
、L これ 11‘｀の成怜心江とi t Vか希辛軒 Is --,、、て牙知訂してさ rこ<! 1`、国令テス l- I> 主雌も思ヽ I

くヽI f乙．力＇fかいい 7ゅ゜C ~/...1 て｀＇体水中 1沿教疇r t t--め no•C t "“し度とよ詞広
しし 1 噸々方え；い1Jぅ箪者忠”難網物 4" 凶ヅでメ、7 年のいt iっt~ベ｀ントナイ
H 翌 111ij直パ祖） t幻 0° C ドを〗が中て＇’3 0 ケ l訂ォ屹しに 1 のと承沈科とし、 I Do/. /-JCR.. 1h 1 

い」一如疼 L10が C) し Tこものt H 型ノ 6 7。 NeOH -r" 1 叶 1匂望夕父戎したものも Na ？汎＇秤

として名支玲i和 m.ak 叫“1K C&r&e;t｝の琲l 庄tあこなっt... 浪‘也 1-:. よって 1007。釦位K
叫｝J... Ca圧＇「〗 け犬 If一定 1" あ｝も 4 し方ぇうる力‘ぅ 漏出率（弘） ！キ 4" 卜§}磨 e 灸
1ナ｝． ヵ h fシめ l丸ふ鱈） K 知免液遺＂祖 lfl I月竹，につし9 1 度けにべ e 菜め｝へ‘＇＜見続｀ t 
ゎtなっt乙。 l乱ーベントナ 4 ＼を務木 (100 ~2.. 00 メッレュ）にし-i: N囀丸繹しレ訥科！、っ
‘'1 $y (NOぅ）ユt承液 K して Sr q V反羞紆もしう妥度の咲］ 1ポ炉則主しし終界次の国と 4号fG u 、 9 峠

朔¢ヽtわ 9｀ ｝こし！キぃm °C 力＇悦、ノ

か｀＇知 92 1本『2 もが9 イぁ｝し尿 11;

~, ~,),,..か也ンウムにt<-、、して

~ 7"' ～戸炉C I二希あ妥が＇み 3

と、，う T Ta伍ぃ Ya (ORN し） 4 紅
乎ヒ(;:.夏，，たも 4 とわっ.....

t ; 1,'I-
『 1,2 「 /0  , 
徒＇， 0

（呵A)a, 

“ 
q4ｷ 

〇,2

Na空 8ooをヵ硯べ斗叫
S←·交棟咬着た

。

O 100 そ°0 300 如函ヽoo ク99 応 909 90心

ヵfえ温度代）丁
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2A19 袂紙竜奴郊釣ラ広によらララ‘‘方コロイド＇の研見（縫綬）
Y,L久， 5凡などにフ、、て

広島大予里 0 山本勇麓 木曾民·之 中林嗜治

目的 : 壊后ら 1土先にラタ紙竜知水台炉去'"-よヽ）ラク＇オコロイド (R•C) の生成 4条舛立追求

しうる：：＇と｀左報告 1 た． (8  It...牙 15 年会、 l 'I、2.年） R•C について 1ま①そ h ヵゞ生放するのJ::.
杖柑能が 1\t:学であるかどうか，②失在する低憂のズ糾と物がとのようなf.クえ£与えtいるが

®トレーサーぅ東度よリ庄成すう比岸柑i左ゴロイドと云ヽ・ィ司るかどうか埓の問雖が未雌未

てある。今 liil Iこう｝紙吃気，，永慟払I:.ぅf紙（くよるガ過玖左 4所用 l て， J:紀の点に主眩目庄お• V‘ 

て実疲 l r"-緒果／ 1手らぃ r＝知見を叙告する。

実験： 楳桂 1さ恥‘? Srq：ょ＇）夫尺 9戸紙電気症勃菰によ，て今緯 l r-:: L.a.勺° yqo およがJ R 

R -_ 1' によ I) 照射して 1牙われ r= S五”の低壌危のもの左 4乏用した。キ製d) 9 誓衣 I” 埠札房素
戎却装置によ 'I 2ooV/30 血， 4 ずン殊度 0.l (NaC1.)) 5 0 曲．のイ条件て麻勅ざ-tt:, Gr.M. 

カウン 7 -下 n 麦釦去”わびにヲシ＇・ガオートゲラフィーを舛)fl lZ?"//移肴仏左痢/Ii!. L た。

誌果 : ① U)月”"れ＇生は （石肖駿rl,.J 5X 10-2, 5X 10·3 ぁょ u•5)(.10--+ M の璃．液、につい1.,

が l勺 11:あヽ I て戎紙逗如"/J庄行フたのち）各兌紙左J RR-. I 1-:. よ I} I h 湿．射 l た場合

と，C.. F. の La'い（：：担体g加えて..t.宕己と）司じ保条 1午 I< おいてを気称4祈乞行った場／合とについて

夫々非令ヵ度一 rH 曲綿 (U -rH 曲綿）乞作坂 l t:t.絞した結果， その形に rt I面若 1 こついて蛉

んと差臭が認わられながった。（口）更に， S1ttの 10-1,~10'日について 4「放射 •I’生のtの立ラヤ忌し

たのち／弁紙た照射した喝合と， 5ぶ53 とにつ 1ヽ l 1. I 夫々；ヤ紙啜着董ー rH 曲綿 (F -prl 曲

碑）主作蚊 L 面活左比較した。以.l::.の念名果よ I) 、滋釦た中よ I) R•C hr庄成する鳩合に Iり放約

能 1さ殆んど彰喝 L fi vヽように思·わ↓ヽる。

(y1 0 (c.. F.) について，（4 ）ズ純物として Fざ 10―牛M (研疎塩）な加えたしの 0)五年のオ

却ヽ）各pH に訓砕 l た痛桑左あらかし・ゎ 2- 3 回ぅヤ画 l rC のち Yqo の組量左如ぇー淀裔摺l

(30分）後に伊過 L たものの三者についてf -f叶曲台糸J (U- pH 曲綿左作成比較 l た。夫r.;

のラヤ紐 I合やする景大吸着辛た示すが m d) rH > 6.4-(q8 %)（口） rH ~ 7.o (q o. gグo) い） FH~

5.2 (78 劣）てあり（イ）のf-pH 曲紺項僅かに醜・ト生側へずれる。 Fe,.. が存在する喝今(= 13, Y” 

の啜着辛 1:. かがりの彩饗左与える力1” 、 F- f H 曲線の形 l＝は殆んど彩鳩と与えば，‘・

⑥ Y およひ‘いo u-pH 曲線 1.:. ついて） C.F, の場合とオi!. 4本左加えた喝／合とを比荻すい 1孔

c.F..で（さ立上りが多ャーアt‘•あるが核樟 n 凜虔 hl'• 高< -r1-るにつふて U —西曲緯（さゆるや力＼

とナ↓り／ 旦 C. F.の喝合よヽ）もア）レカレJ 4和l の方へ移ih する． これ！す瑣農度~力＼｀、高くfiるに保って

/ ゴロイト＂性が現れt電低斧令が’生左示すものと考えゎいら．また U- pH 曲維＇」と浅冴しとの曖

伶．t丸水醸化物の堺解度積より針耳、t -I"-・た佐殿叩や西ー魂度曲線ヒ lif並の綬向乞示す。こ

れ 1 "1 / l-レーサーそ·の 4と魂疫におりても）滓賃！1 ＇祀企酪維 L 'tいクので（マなく／低；；欠 1:. 竜

合したビドロキソ錯4本の比成な子、唆すらtのt•あ‘）， このような比栄クが·'R·C,の本材つあ

ると巻ぇられる。
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2A20 "I]ロマトク｀・ラフ法による和難 CR.I)の“皇（，侑麦り 17 叩tグうムと U- ャ H 畔＇．線
の序目肉）

広島大営理営評
大阪た学工摩評

0 木曾姜之山旧逸｝山本勇翌·品 lll 唖闘

目的 濱者らはさぎ厄錯化剤の井脊する塙心の汐名恥亀＇気流勅疫ー--pH 曲，様 (U- -pH 逍紐）

の影斤左行い／曲線の中虔の示すァH行§籠控庶義し，煤噂金篤の分紐lZ 対する最逆翡滑
左予測する z とガ＼｀｀可能である Z と左報告じた（ホ曽． 日fいオ 15年合 1 '1 62)。

最逝， Schu.mo.cherらが倍，亙りロマ/- IJ・· 17 冠・図よ') I E DT履錯化削としーし鱈彗．七
頼元康の分譴縮左得て 17 る。 (Hel ir. Chim. Act<1, 44, /32<.3 C 1% I)) しがし，僚点りt7マトか

ラ 7 シ知 1-zあ'V)ては，多数の因手（幣圧，洲動時同，錯化肩1 OJ稽殺，：犀疫，刊、投疫f）ビ）
i\'複雑＂影響左豆い<I) 1•' あ多力し‘'9 ：：：れら”子のうち最も會助と思加れ約錫fV.初の滋疫
あ｀よな輝り廿の投状 1-Z:'7りてはホち切直茎砲約松翫,.力されていなヽヽ。籾m• は

数腫の R.E 厄フ I I 7, LJ-刊H 曲．縮ま求め，国悌<J}ff紙壷気油恥えれよるか雌0)淳確約1版f乎£
睛 5 'b l 1-z l itの古， 應，足ク P マ｝ク‘'ラ 7 沼rz.あける最適分肴H /J)ための両称 IZ あげる刊け

ufH 叫屑よ 91身る z と左吼；；；力I t-zし，乙卯左虎崩渇 l直め瓦成｀められgi --pS 値と 1町tl

“似あみz;ヒ苫 0月らかにし／てれを l＂厄 1z.碓める z k を目的とする。

”す5名 製罹としては疇ぺ源 co~IO001I) 500… a），多嘴却珈勤稽釘痘用し丘
試弁は Y舟o1 5m-153ノ La- lゃ， Ce-I仔，なビの各トレーサースケー IL/">塩化物の推項揺杉渇

知·ぅ鈍ィ叶）としてり Na位で＇イオン了疇 0.{ 1-z詞炉~ ti/,._ lf;f M/l の E OTA 和釦応
訊箭餅液レしわ。操ff;双は札砂‘f旅（原刈舒祇 Noノ既 1cm x 4Dcm) ;fぁらかし＂む刊

l~ 9 の疵 OOl渭訊わ EDTA溶浚で一猜訴 L Jl7 51 fz後／上直の試料勾 ooo~m l 左天＼’
ピ万リーで忍非．祇片の甲央評 l7 塗篇（中 2へ 3m研） l '7,, 1叩釦濃哀冷秤館の平Iてと ')'I サ，

300V/3ocmの加商圧で， 33&- 阿涌幣俊， z れ 5 ;"”い汁ま直ち/'l赤りげ紐燥して， X のオ

-| 7 5'・オク＇・ラム 49 b, ;"”一ャH曲，線ぁよび＇少部状態ま訓べ＇fE..焦羮りロクト ')"7 7 沼

1-zよ 3 拭料妥着巾は約 3c切で，加電圧 600~800v /3o cm で (0/\.. 20釦利の固常時肉であった
綽果と結論 a 錯化削濃疫の Ll- f H 曲綿およな乱砂謬 IZ およ Iずす影磐

釦和1 の沸欺ば瑣（倉以渇iイガン濃良 IZ 比べ非硲/-Z大であるにが＞わらず／没がりとセ

:t I• 図 l lて活すぶう IZ U—刊曲，縮り高刊創直給曲綿虹這和しノ訂た瘍極側紅這

勧痘印城少し， つIJに水畷化初の U—-pH 曲所と一致す 3。 3 た池動膠の中は舘イ(:'.初溝屡の

戚｝ーと~ { 1-z,茄ヽ＼＇る傾向 d\'・大となる． l わが｀｀って分郎 IZ な鉗（e初滉痰 C SXI認2~ 1 応3M/l)

ポ直当であ a. b. 団 2 は各 R.E の U- f H 曲合いま示し，各曲．蔀の中点のャHを祁ヒする。

叩り予想され 3 よう 1て各 R.E の 1s の守向o/ --p H 'E疫へ‘‘ば，各 R.~ がir 動度の菟が最X と

な 9, l f%.ヵ＼．． 7 ．て最直の今紐 9噴られ多 17つ•'であ 3 。 I司 3 切 3 成分混伶試秤の各ャ叶'"

ぁけ釘今油枕態ま后 L, 最湧分蒻g "]刊比改の各祁町炉存在す3 Z と力＼やl る。

c 何姜I)ロマトり’・ラフ法の最領刊勾訊
應，涙り口く卜り｀• 9 7 滋で｀け桧賜両砂dJ -pH i厘が分絲綿の介絣能およか伐損 IZ 丈芳く影響
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す 3。f釘易両極のがH a=牙重lJ痰えて r.E冷湘ま試ゲ庄移足はつぎ＇｀の直パ'’戸• f“")H 
-~ 2-k tz f号られt最直洲疇底し，険砂の利 n 兄れと同じ＇＆至 l.f沌れ以.l:;可成 9 高l..ても
＂縮の位置 lり1-1 ·1,: ~んと＇象fe m認められもい。 一方陽厖で 11最逸洲よ 9 士 0.2 J;メ X の

笈 4ピ 0\’• あかばか細能ば累ィ~ l' 今擁f幻厘口羨化すか叫•ク””ざリ，知ぷ戌粁

“イオン”" " "”’のとそり社第出］Z よ 3, "分蒻iの度祝釘可能であ~--;; k 
trlがt•以..t:"J,返りt7マトク’・ラ 7 5去に¥れな鐸化初渾我お｀ ¥が最直洲ま甚ぶコ K IZ よ？
+ 15メ I6-329/0、3 てか広度の心 l 名全届ィ万シ和互 n 少
2 I ー 'b-3 5XId“Plし 位9 が可森であ 9 わめの版，1↑玄卵 5 かにし
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2A21 、焦淡、クロ叶 7‘‘11 放l＝よか為土顔元未り釦腿

原祇 亀未薙ー蛉。荻谷公チ ふ葬弘・

1 希_;l:...羞貢元素の淡峠牝今椅（こっし‘之{fすで｀ （て牧っャ‘の籾、¥硲 1i、5 ．介て V ＼う。 し勺‘レヽ‘

i‘. iし屯象遺元表↑口遠ゞ雌 z·· あ~ f< ¢,、表麦泊 111康シ鯖碕レマ＼‘くつャ‘か希→歎元
索t足量 v てい各 1ゞい口 v 。 遥牙、い、 7 口て｝グヲ 7 決の研泥 lてよ．り類涵）釘で専 L類
元未疇、広可能レff，て未f:. "ら l直｛れ紅戸（ミ対今純ゴ能とすぅ rくめ江紙／＼＇ 1
）し影厄依粁と.. n 1"  /1l秩計を｛含 v· かf"ヤ‘••今回 lで妥＾基礎尻であ？迫釈、ベーハ°―

ク b < 1-グヲ 1 i日り訊＄痢いf＜街尤魏元素 P 粗五今繕 lて＾いで弗ばすil.

2 へ゜- I\'- クロマ｝ 7‘・ラフ 4 東斜口紙M“”•印沢舒 l~ 令土顛｝レ／ 1 /苓改 aI必tミ？

u b° ぺ`-/ }てゞ企着，tう。 > 9 訊碕捨羞か 1易紘稚l1 9す，·ヽ／y函応各寂い心 9), f食極側（木

ヽ／M グエン級箔ぅえ(p肛．¥)~: -1茶 lて凌 V f汲泳卸埓ド，内該糟内↑比鰍の表ぐゞi(l孤 I=

ffる 1Krこン↑四紅杉ゞ，｝レ I /PQ.，，%'グで· ;c(l分 l剖通屯する。 通電後吋氏片£ ？永和猜ぶら

とり（すt·レ，直 7 l" 恭外線ラゾヂi'.:·· J吃痕レf:. rl 紙.):. (/l合該種の今緋繰の注豆（す畜ぷ

x 緑 1 4)レ人ドよつオー｝ラ3/,オグラ＾ 9‘ ぅ決定すi.

3 分綽淋ド約悧t b f＜ぇ 9 レ埓•ヤが 9 9羞禾りオ，検討レ↑こ・ 宕’

硝蔽埠 r 勘 9『·トレ.,, It /拾淡 I"' 葎々 P 彦p絣痕粒t俗キ丈て喪、検さ行芥一↑ことこう，

絣釦応ゞクくff 9 社か維硲f哨 9兼とイfり／知沿緯秩 9 反直苅戻ぅヒす~.

Pが窪り出舟：羞蛾 o 濠及，洲， クエ慮 n PIf tし‘う V‘ 弓 lて亥ぇ這雑堺 n 位星t v ら

べ‘t"'. こ↑蒻票ム 9／が追痕（灰紅）一 P.//1クエン成（f>/-1~~) /J'痛晟良か枯東渇f三
通竜裔泊 n 某，j呼：逗をJ1"] t ｢ ～忍介（こえ叫T 立マか維伐 h 社並t v らべ.f：とこヲ， t 

～／ん令て・・［す今維孫心9祁ゞ沈和1 浮＜、 か～メかで（-f l~.,: ~l -9 l立 1-:: か難や泉t示 V f'・

そこで・通電痢りしレマス0か lq名採用 V -r2 、

ょ 介維線か 1凡i（令ぷち籟元糸 P 軽いう•‘らがいぷ lて何って lIl負火 I て o t‘ら®のぷ 1-:: 並 3 ヽ．

骸し‘ぷ lネと・か釦知ヽ租又の）釘砺ぶ広キ＜ff e. 7 口< } ?`‘ラ＾の／仰I j; l1l 1° 示す。
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2A22 沖絃，党気シ永を1J法，二iる R江分紐の甚み楚69 ぶ子苑

(7,レカリ、アル11 リエ知、，ハロ'r"ンイオいか秀•勧）

九息た王を 〇止、本力荒•本＇潜嘉•と•青木逹

目的・・トしーサー骨6> R·I を令雄了 3 の Iごシ戸紐免気泳勤；五屯 l は＇、しば｀涛令；； < l司，，うれる．

悧:;_ Iぶ凍活ら 1;,r恥 l 午 o1 $y-qo より C`F の La-lム 0ノ臼0 を得 3 の 1：：）ラレ＇オコ b イド＇出さ

困"「よりしい氏竜気シ＂逸 I=- よっ'2..'｀ら。 加免た 300ア／3oc....., イオン瑣ゑ'o,I {M(l“ヌ，a
叩も）， B.3.,...;,.._ f', p H 和q乙｀＇ Sr-q o t ;,j,. 9ヵゴtれは", 5.,-90 92 6万 Scm 泳勧すi/ ;,J I｀・臼 0 lil. 

泳動し rム II 。 このように 1 てl.:fi 11 丘のち， Y-10 の 9（す為祁令厄切リ取リノ少号の 9品磁攻’'2
砕紅遠炉れは‘、／目的の子；て｀’c`F の Y か｀‘箇尉：： f斗られii. :::.のマ｀＇ I >庚者 5 の訊＇f乍 L r:: 

91 棟式｀；記をヵ股翌這，、れ l不｀り 1 回 1`, 2. 0 本II)シ戸紐（中 IC`) ..t... 1" 令雑可 3 :. Lが出人か双

射脹の秋枡が｀頂鼻 1:. 得られ 3． この牙~絃吃気泳動況；にあ｀ "1. IJ; J加唖圧／喝凋t..ノンか勤睛闇

／イオン湛及ノ鋒化令りの＄皇親み‘よび凜ぶ／シ屋凡 I PH 苓の既fl:1みか＇•イオン泳勧皮 I二丈さ a 繋5

得 1 9 1 d が｀／これ等の諸国み'""ついて迫ーい合え的に校計（乙み＇リ） l 6l I 祁 1 広す？｀＇ 1= 執

全 LT::.。 (B 化令 15 年乞、 196L 年）合国はア Iレ TIJ, 7,I-n リエ穀 I /¥ U ゲン（ Iヽ〇ヤ＇’ン複）

の各イオン 1＝つヽヽtノ イオン准凡の覗気；り這 I二及ぼ｀ 3 号り苓 l:cつ'‘t主'i. I <..祁圭ろる。

食唆；苅令"m 、泳勧及の測定 l 1a: 2.A -I 1 4 .it令乙国し‘‘1‘’ みゐ。 1月、、た核分を l ;lc I ~I 入した

No. -ｷ2 4 / Cs -13 7 / Co. -'+ 5'I s臼 0, Ba-9 午〇み‘よv-"J'f<R- l によ 1) 牲，軒tて碍 To k-42I Rb-8見ぼ

丸貶go／エー l2 『耳乙‘‘あr.i.

紐呆： ① Naか＇イオン淮及(fA) ェ弁!t,~皮ィt'..ゴt re r易合の泳を力即雑 L の 1莉舒．いl- f凡曲繰）乏

紐手を 1二ついt国 I二示可。 (300か0cm1 ユ0 合（い｀よひ‘33.3 分），＿；畠亙~ 20゜ C,) ア I I,. 1/ I) イ万ン

の r易合／ rA l~ 0 t`、最た一定の泳勧復 2 示 1 が＇ I '1.の"'ぇ房 I;/; 科＞ k ~“> Na,.Sy i•あ 3 。 し

かし'fµがた 3 < Tら,'l Cs fl) ~,jL l11 危 IJ.急湘 Iニシ双ク L / rA 3)...,‘ 上て 'I l;J:吐んと｀＇釦紅？'t. r.d • 

この u-r)A袖紳心か1/ 1司号れ以‘’／条 7,レ 11') イオンの令油が可 Aとである。 fノII.ガI・ ~o 以下 1= i秋‘

9クスつ℃ （可れ．の 1い合にも，；紅直が｀淑少可 3 イt霞向こ示 3 か“Jこれ 1万パ万ン間の不9 且作 1司 91..
たきi.. f 1, 1/ /,f'(;,が動き雅＜ D 3r→め℃妾iられ 3 。 rA が‘たき< rA 3 L （可れの場合も泳

豹瓦が‘9lヽでくなうの Ia ，浮紐 l二るす 1 3 に入羞料が｀ェ柑可たのこ電専，i．戸I‘`,1 ・、す L rょ 9 E めであう

ぅ。 7 ニオンの 9ぶ全， uo3 —, d―み｀｝み" B町，函？｀’lau- PA 曲紅I＝ ／系 1) 差票が｀ r^ ｀、か‘、ノ

叩，エ―t'1, さ'1,,_ ~ T,1.違，、か＇’謀められ 3。＜可れの 9も合にも座ぼI<. !:I'-z."もか r-. リ泳勧 T 3 ::.と

11-卑昧堺、 I)。 ®邸，ら I'---, ，ヽ,. I 滉度℃泳勤危't.の肉f'~ t t伺べ E 紺罪うシ襄ゐ‘がた 3 ＂ほ℃

”ヵ蒻紐が＇や、ボi 3 4頃(-1 91" 言たのられ 3 9ヽ｀＇，テー＇）ン 7'.,2 1p <..TJ-う． の Ca., 5r 、 B久て'’’ユJ

p手lL i`I、r. -,__`'控泳動乙 Tょうが‘1 ::..t¥ 11- R、 C （うレ‘'オつ口 A ド）＂生和 1二よう 1 思われ l. ::. II)時

儲叶I 't. l 乙 EOTAI ?エン戟／シ西知戦いD. 1T二 I島合の U-r,.., 曲＃泉よ 1) ノ これらを令迪可 3

甚和9 條件で先窯でき l. ④｀｛の他1 イオン）＂ーの＂ 2 更 1=- ふ羊緬 I二席が 3 rこのノ

Wau) Ma.so午／叫らし50“ 等t支持竜納知 I (_ U-f.A曲紐! f乍成 1 こ·tの影繕？”約し
た
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2A23 焦f 7 ロマトグラ 7 う考 1こふる今競令行う考 (XI) アルが）令ん 111 ンヘ犀籾

阪大工 心 II1 睦睛欠告時欠者漬姜み

咋f生ア Iv 力り令属該町凶覧出伊じに対し｝秤々＾杓虹I t If) l' 7..懇~ 7 t:,マト？’
ラ 7 う考 8 行 l1 ／ りれり＾拳勅t却ペヒ．
かりI t L -Z囮ヽ＇たもqほ；セのも°'7.'ある。 ＄l 蒻 租し訪tア＞モ＝ア 1 テトう汗Iレアンモ＝ウム 7 口ぅ｛卜＇1

知和炉ア T アンモ＝ r / E謂I NTA1 7叶 Ivtゆ競 rーアミ／ 7..,/-:/Vl ずりナ 1しア 1ぽ'I ヽ 4 卜｀ J 5TPI 
晶索薮ヵ！兄伍p＂：杭叶 9 ウム、 : h ら竹叩I l農度 1 1- 0,0 「 ~I M ~し） fもや泣かJ lt 1 べ‘

1 0、 IM 准蔚t旧 ll 「こ．面電叶向p: /o~lS'倒＇亨位匂む 1i抄ov今研～し0007/4l.研t 1'’ 行 7 「乞

雌鯰を戌叫I とすると了J r 似カ，1令／和 4 ]ンはほかに筍勤 l 1 印□ 1¥ f紅疇 r [:＿；永

筋 L 1 入ら． 1L ~ {-;.アンt ＝ァ•t tpと（ r i t 3, i )1 行えば，衿危が度 11.屠る I くヤt「;'I I 位

衿な庶長にtぇ T 。 しかしや亙令舷 It行わかない．

2) C 鳴）¢Na 1̀ II 令{ x 、／しん杓和葬桓 1本中'J 11 枷信阜代 12．も妨て、あ ’I I 特にし 1＃よく，怠角

しtす 9る．r,-「二｀し浪令択料よりへ分紅p; ~ It. 1-:. よ？ 1 行わいな＂。
3) N紐見匹し 5 拌 3 l1 し人't‘嘉§に残il ／しの十 b'’{tかに屡紡屯/J L 1 包点 lにする，

+) ~DTII 1'It:条i ;fンそ［＜衿勧 l ｝患、長 1と 1まい｝ 1' ある。特に N＾し k, む／し 0 令槌が
全全に行われる。

!i) N TA?' は特に"ll. q〖．辰 lヒ炉よく一手r-::: N心に／赳 I C, "I令紅 I t EDT/l t-り;! ~ I::. K 夕｝ tぁl,
し） 7ェ l- lU + t伍蘇 1‘ ／なら＾庶角に 1i t t} 1’ あるか’／代？へ｛す、／の食、使化 lt L (「↓9 19, 

7) rーアミ／7ェ／ー／ut l工大仔 7叶. Iv に似たふもh t元 1 h`、 1 つ,,. I-Iv よりt-般に食§に 1 よよい，

，，）す廿げげパド．： k[：ア（U 打り合属しやレート化令印t作るものt (7.知りんtむ 'I I 

紐 I-- ト＜焦角代するか＇ 7 1けl}":mi q令紐/1-咋て‘B る． "H オン'r笙，，f-=-り必 O/-/
1‘ ヤ L 和導官t牛えた．

9) STf t ‘liし 1 ;t. 2. ~ 3 キい令紐靡t年 1,

10) 叫0, 1‘li M.. し（セの{ r 、／り令能 h'’ 可〗gて｀あ．る． しかし／仏 IT-焦t ／叶泉から稔砂｛割へか It

？凄仕的に 7 ーりング＇する．

ll) N追0¢ l: Kは 0, し•l司＃入焦§ it t示すか'NA し（也＾ A tンしへ今舷（I 1‘ ぎな,,.

}̀L J:..のようにアiしfJ I) 令尾 l本一雛に舘 1 1 ン 9 （乍'}にくいも＾しさ汎 1 19 る b''I 待，f- 7 Cl 

コ~ 1・ラフぅちにふって布t ＾差t生す’るナ．＂の伶令も：：：~iもあ 3 ：：と h” て‘? r,::.. こ＾傘匁
h‘ ら直ちに鋒 l t :;... q戸萩｀ 5 釦＇る廂 1名て＇~ r~ ぃ h’つ／単 4 i ••シ，，危長沐むし皇る辰がぅ l
"t / l ヽわ中 3 名t J:,Lないししエ蒻い合号 lみtつくるも介セたえる． rこf-c` L たぅ玄でに戎、丘手 1＇のセ

ころf,/＾し lむの 4 x 、，，＾今紐は可能 1｀あるか', K I R↓，レ梓亙についてはり卜杞＇やか‘恥屯？‘

紗怜する陪 Y ＾衿和註粒 I＝菅了＾位 h’'k るか'I ~il'- S t湛令 L 口抹＇件についてギB i今紐（f
ま rく＂阪‘th して " rt，ヽ。
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2A24 黒角 7 ロコト 7ラ 7 元に［ら今紐釘り (XI) 分房租杖熊にも'1i濯t茶l””

W反たエ 晶 II1 0差 Bfl ok告 Bも［者i貨崖午

(1) 今難仕にぶ＇いて， 租長に現象 I"- 含砕かJ 1J’，し＇＾卜うに 1匂ふし('\ ;i_,がノ合告にか） （オ＞ある

いほ今｝兄沖抵又 r')'J 7'..t-I之t＇しな杖熊t令伊しているがをやる「之め 1` 平f ? 7 べ Iし

l 「-:.')葛を合昔it肴il し l t危｛匂 1. rd灸 1 -卜う~" ;fグ 7 7|こt ？て／鋒 l1 が乙 りン諮｛穴

‘ノ a 今乍i渇、し森村する：しt目的tする．

（2) 出炉O+ t令t f,0 /1へりレ届含t舘化奇II tし I 0、/ M H じ(~錯禎紐和1 し l 1 iB II r,::.、試‘料し＼

1 ll, りン誘しよく竹にするヤ＝餃t r9 いた。 り＾食差化位屋 11 7,.. b げ‘_,,i匂力，Iウム 1コよる

唸色によ＇）柁忠 1 こq位屋t l）レitiい令在0\ 00 位をオートラ v 1 7’’ ラL.i t tヒ穀将村 l f--:., 

窄稔条件 1i I~ 呪い定電汰t l, 零惇匂伽 l這零わ 1-:. 23 ～泣 v/伍＾［句 1｀妾化（た．今細北態
lつり胄する阻キt茨さられ b r廿匂釈ぶ＇よび湧索時 1月 8 をにさせて¥ "まh 辛＆荏言，t l ['.:-. 

紅"",)を一定に（魚; I 錯 9に斎II へ砂~ 7f蔽{t t卜りウムにt- 1/ o、 ?1 2,7, l;-,2, 7,o, /0,7 と危化

させpH 匂偽t t今之た。直食 9年 1り l屯仁/0 1 /見2.0 令としf2 9 

叩＝知りン蒻紅1-:.. ば正危あるミしか＇たP ら木ていら o1fe H POら FeCUPOぷi．悦二底失＾信，
t代（に匿t T ートラ｝＇’T7＂ヲムともtt阜たすうt / 正委両鐸ぽ·q示す含矢っ唸色位匿 I• り甘らが

に烹、\t, l てぶ',/ 1 ')‘／西参枯の集， 1 \‘るこし炉令らへ｛也＾ヽ匂今 0 烹化:it'息す「J.-・わら釦C

fl の令伺へ斗ビ熊 1-:. ついて（t I ｝鬼度匂訳［＝筍脆「t‘規割店t見か， 1 :と 11-忠えなが｀た。しか
l 惰角は匿より正 ~1:. l'l /手しんt'、背告の烹に[1-「↓‘く／ 硲塚 1` I了賄肴り~菅号の意，it h1• ある：

I:. I ぷめざ＇ギしい．鈴ァ＝ r 、／ q篠t舒fJ午 T ン＾靡 o 向 1i I I手しんと｀烹，｛l::. l ていないか＇）

ミの神令 I1 呈色反府に~ ? t,枷＜化が「i b＂らヤ z 合矢" h t tえしている。 2 ̂、‘!'. I t-訪
初によって年｛炉吋＂卜，舒ァ＝ T `/ ＾躁謡 l て 1‘ ぎ [C I『b’つ IJ),誇拉っ｛紅令炉み足 L ていら
fこめ巳屁ひ贅屯t-!tり阪'T み 2 t hI7 供争 r/ f全？に企極梱l へ~ I 免せらかつつあみ:£ "と免
ぇ 5 k ら，錢，，信，阜iヒ位喜") Iほかに／ ~,t'I. J:. 'I 丁＇）とit杓仰I 1｀烹 1，ヒC\屠 l II 什今 b'' .ti ?が

こ＾わ It It ア 1レカリ0)熊，§ lヒ 1-:. l扉 b’つ仄うん＂セ舟こられら．直食叶 I句屯免化さサ？見

rこtミみ！袴ァ＝ 1 ンの手うい！噴ヵ午 T ン＾ ｛れに比 l て欠ぎI\。 り‘ぶ舘アニ 1 、／ば卑阜

荘のま 11‘ あるが＇／錯ヵ午］ン l1 り手 1勺の這1:,~:t:, 1-: 咋tに昂の炉炉祐 h`’ ってくる．胃，に
度も｛れに使，て考｛ヒする． 1L ャ廿 5 .t.. Ifらに位 9 7. ！・元土靡平qでぷい舒1'- 1 ̀/ "I焦
(lヒ[-:. I 名 1 1- lo /v＼‘秘噂はないが靡平＾ 1...,.ぃ鍔·力午 1 > ̂  TI1 ｛令 1 にせ 1エ＇承？て應、与lに h‘’ 追

行するi蛉 C 年 r. 信，に庁もりれに｛たぅ？妾に 1 る加甚しい［には rtい，以上焦阜iしi見、し
に It.舘iヒかりか＾佑f"向今 L ているこヒ／ 手た釦叶I"' りン話 1 ず ‘/l叫L 電呼 l旬t内t,[lでせて
｛正t成には（ましんし＇令布するに至らりぃ、～とが令？「ヘ
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2A25 息［クロ 7 卜 7' ラ 7 去による今翡今枡去（ X直）tl,lの化摩甘り

阪い近畿大原研
品叶雌晴 欠告賜 0 永サ名キ
古島ー局文 山不巖

放射性）レテニウム（工凶1 8 H H し（睾R) 5 拭料とし廿 u- 絋じ（菜による、焦、§ 7 D マト

グヲ 7 ぅ去 5 行 l‘I I司i寺 1-:: 行？に 1 T ン交 4危ぅ去＾桂舌農ヒ免俗令 l 1 Ru ＾に牛砂も在村 l t-::。

息困 7 (lマトグラ 7 ぅ去て‘唸釦鱈 IミpH 匂釈 9 午えない H し(- H しし茶 1てふら喝合） 應、§化 It
硝確でないか’/ H しl-M心 Hしし民（ P廿句鯰tJ.3/22 に） t' li fJ}]けなそ荏疇精の今柿 171· 可能

K rJ.’') 1 試詑怠ぅ応°'tµ I ~ 1 °'筋厠で冷れもれ 7 ~o/ % ">'t 2 ,fをァーオン『兄 30 ～ゃ％の
~1 秤ァニ穴ン形1 +~7 o/.、") ;\'{楕『力t iiン形のようにpl-! Iiそにt曾すものの（王が/ 2~/ 

0/.... 12 キ危ヵ十オン形I 33~2『／ヽ＾非絡離彩りよう l違；町するものしと検広 l t条［く。荻秤へ
pH -t>‘つ［ ～ l" 枕即て '·I ;t.信、桑化位雹iま ll とんt｀足I,ヒしなりが-/思、足に 1よtH の屯叩と戻に危く

なク。 ：：：れらへ lヒ序形枷ヵヤiンてある· /Jヽァ::.. tシてあるが 5 与しるため ’I ン諒シ'、 IV J;;;..り

的戸遣認 IV フ＝ウム 1 ぅ古t缶ァしミf lこょぶ‘叫浚派 b‘ ら0) Iv 了シウムっ吸着ね態t
応 r二。 ＼の桂差 111 ~手に水知諒/,t, ';,''II.-フーウム 1 /1 ff/ 1 b‘ ら 3 に至る 1釘 1｀ミ＾ v人傷tか＇’

号る l <-考加し）了二 T‘/ lf，今移行か命ぇりれら。
Wptt iによれ 1t'/ 3 応tU. a l ヒ今舟',t { 1. i'i'.. ")七D ;Iもうがある．f易i方、／1; l 1, 

訟戊l,tJ tぷ， R：争。食｛内‘ノしして I Ru t lし―,〖吐l:: R U. CLし3: R心lr ．令キ 4たしして／ tu凶．
：卜しの｛ヒ序キ瞥へ同 I" I 本！ ら庶｀／t " F (い·成 L 1 るtゥとだとしれら。

〖叫芦＝ Ra叫t a玉土紅uCL:-t 2 しt―-= Rぷ＋ 3CLー⇔砂t紅l―⇔ Rぷt夕ば
ごt心叶十しい~ヽ⇒ tl.l"t 7 t l— 

次 l2 患 l 7 D マトグラ 7 ぅ去による今紐 1幻., -Iが/ ~柔す

I 2 3 4ｷ 5 

Ct) I ' > 璽 > 眉
ヤ 10 +7 ャ45 〇 -2,7 • r.• 

原角

咋罪令布 7.7佑 ?2,77, ?堺砂｛銘

国す雛q闘 1 1- I ~ 2 I 2 I: ~ "'I笥に令布していら）

I （ー）
ー10

産阜に残荏する和 1ょ令ば‘＆応‘あり） かぅ農危 I広丈侶免l t｀仄る炉り4-/ 夕 Iょ紅よ，1 もじ
L み＼卜｛卜〖ぶよ｀よび R心l"とだとりIf'- I ;!.}も汎直 1-: ついてもi Ti-:分郊舟についても it 
召電枚 Iこtt仔'/ l ている点 1本聡味 h" ある．正位•Jq 2 つの信魚位魯 I 名.t.}もの牛手tのアニJン財

へいす｀れ b) に相各するも"I t奇えられるか＇／ l\ す＇しか＾ 2 つ\:. t定入註ぃ， l p¥ l Ruu[ 
邸L2；しす卜［丸 l' へよ｀の{ "l純淋勧託娃の比『3 ％の位匡にあう。こん炉 I心に消 ri:、し 1

O'I ll~彩阪（こJ:..る a愧 l笈ぅ局ヤ戸匂 b紅生す’'る信、[ 7 ロマl-グラ 7 a雑ヵ屎によるも＾ t舟ぇ

ればーにうなっ'’Itる。

41 



3A26 食失共丸法による
10 10 

SY ―了 の 今証

允工言弐 甲田ぷ生，

［日的J 鉄共沈法は放射化学のか慕去として古くがし広〈用いられて東た。その特徴 Ii

大うまでもな（簡単， 逃逹と六ぅ 1也の方ぅ去て" 1ま代ぇ騒し、長所 I＝あるが，分離り桂能が余！
良くな、、ため，豪近で 1ま今蔽辛，高いiオシ交換ャぅ蓉媒拍出法で罰：き秩ぇら．収つつある。

しかtノ放射化学の史験書\<）ま鉄知如去がしばし lt"採用ざ,r1..,放射牒斧下物の分·枡や核化

学の研究で夜朋さいるさとも少、〈石‘‘のて＂， こ，，うぅ去の再桧討も決して無惹義ーで 1;tない。
帯舌らば以前， ＂゜ SY - ?Or のう昆令物がし？O r t純度涙＜介難す 3 ため l・＝鉄知た素 4 オ

ッ交換去，溶煤抽出去の 5 種の令綸去さ比軟検討したが，鉄共滋璃ぢ）ナシ｀｀芋が屠じ（
劣っていた． ミの分論卒左政ぷすること）i {れ以束，，是案て＇•あっf= j,\‘`、最．変，欽と用ヽヽる

ピ，ジプのう角定定そのf祭JO).£_ ず｀る水酸化牙＝鉄、の洸殿ぶ｀きわめてさシざ} l てきいいなゥ

て｀＇』 これを用い，て ”SY -.•了の共沈介饂さ行なえ）ず~ yあいか雛牟ぅャ得；いる可箆枕パあ

ると思われたII)て“以下の史験さ行った。その結果，テ炉迪 9 これまて＂I/~法に比ぺ格段

にすぐれた分紐卒力ゞ得·)れた。

〔方法］ ,5" 0 C C.の:‘ーカーに釦捏体の 10 Sr. -'/o'(l 約 /0,000,000 C圧， ；。了の担体、と
して応叩浪求さ r.......'<..l1/ "'-J-相当量加之，こ収 I= I必平に応 L" て応so~――ぉ、よび'

＄げ⑪z 釦灰遠当量さ加え，加湿下\-:Cアプモ＝ァ水あるい）なI::°リジン滋ぅ拠屯加えて水破化牙

＝鉄乞氾殿させる。うだ殿熟成後， これを •SO CG の逗沈管 1~ と',.2回迫炉先呼1 ，ザ造塔

左用いて弁過し，汗款..1:...の試料とそのままステプレス試料皿 l＝玲y A寸）ナ？涼狗·黍足＆測定 l

た、放射能の測定には科研襲J OO 進 G H 計数装登 E 用いたが｀ 9 分論後また．．ゃ了っ武蓑パ少

い間 li放射能が‘荻否万カクツトに達 l てそtJJままて 1な測定て”きないの？’'， ジュラJI/ミン板

＼＝直径 2 ')I\'11tあとび Io 憚への穴とあ lr た絞リ板t用、‘，かっ試料との距離さ 9周除し 1, 怠勺

/(ooo お•にひ’．凶。 1= 計数 1定さ減少させて測定と行った。 この方法Jo よると同一の涌）定
試粁t'・数百万カクントがら数ヵ 9 ゾトまで＇の広範囲なう成稜定測定するこし力＼｀て＂きる．

.t:.記の方ぅ去て冷離された仰了の放紆能 E 3~4  B 目毎 12 測定 L, 戎紫曲線t画く。 ＇゜ Y

のぅ成衰が｀終'' 10 ~ y - 10'( が‘乎街すれ）r放射能 1な一定直 Iこなるの 1'’9 この値，y2 2 ぅ裏入
'゜＄Y の量とし元の 90 了のそて｀＇割って 90 j;yのう了娑年左出した。 このう成衰ぅ去て’');t ,o-s-伊度，，低

いうぎ冷平の場令 1:)ま今甑後乎衝 I＝逢するまで｀ ＼こ.2.ヶ月 h)._ .I:.. t栗した，実玖時町t府約する

ため今鯰 l た水酸化ナ＝鋏とクエン酸ァゾモプ lことか L' F H E 謡外して陰イオフき換掬
昨苓に連し，． 9 90Y 乞啜着させ＇゜ 3yのみさぅ翠出セせて 3知出末ま知環ヵゥプクーて＂計歎す a 方
法t桧甘ナてある。

〔結果） 鉄共光去，，紫法 11 90 Sr - 90 了，船裟\-:C 10 了の祖体として T：巧を， 10 Sr の捏体と

して S Yサc..eん さ加え，加湿 L 1 希ァシ"'- =ア，K て＂水屑灸化井二鉄t沈殿さ七t'゜ r t分蔭す

るのて｀＇あるが‘ この文験で It最ネ7J Iこ It s Y tt-ロ 2 と加之す｀． 90 $,- I= ついては無担体の状態t冷．
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アンモ＝ア ,k て＂沈殿ざせた。 この場令 I=)よ 90 5Y { 10 了も；9 ヒんと’'令評宍沈 L, ；成裟曲線 It
す＜｀＇に乎衝 L た． この文験て’'K.,soチーーを 2 Z 加えて共；丸t起させると両苦，，分細が起｝，

90 3Y ＂汚姿年Jな 1/,o 程度 1＝減｀じる．別 I= 炉法に従｀＇， Prナぱュさ加えて共丸させると汚姿
年は1< 25 0ー一の場合。1/ぇ我度？｀｀ぁつた。 Kz SO；ーと＄ればュの両方t添加して共丸こ起させ

ると 705Y の汚染年 1な｛ ＂イ可かと 1 も 4ヽセ（なる。

ビリジ、ノさうた殿剤 I= 月、，る時に 1;tァッモ＝アの場令と着しく翼！， 10 Sr ，，，祖体i柘 so,,

も加えが， ,. SY については全く熙粗心犬能でも Io_,, 程度の低ヽヽ汚染卒Jヽ＂容易に得られる。

＞れに応so;- t o. /~ 5.0 Z とり夏次加えて行くと更 1 こ 90 SY のうき染争t域少 l 1 竹さ， IO-sｭ

れ，，，介綸卒も鬼易 1: 4尋しいる。 : ＂場合i k, so1ーと 5ra2 t共用するとそ，，，作席応重

な 9 ，汚染は更 1= 少くな 3. K2Soi- 2 %, SY1t- 0.2m, T Iと 3.2 X IOすと云ぅ低ヽ・値 bく得~
攣

られた。 I::゜リジ｀プの喝令，反応沢さ加温せず席温て・沈殿t行うとう了染年 1土i相程多くな 3.

これら，，結果たまとめると次表の通疇yて＇ある。

No. 沈長史j,J K250；；ー量~ ~ SY... 量 共沈＇゜Y 量 共沈’゜SY 量 汚染年 藩 考
,.......-••一 • -- 9 ------

I アンモーア が'I 7,500 cr” 3,51 ユ， 500 c/'肌 ”XIOー／

2 ,, え災 ', 70.2, 7 DO ク 57 7、J OO り t．ヽ｛ IO-2 

3 ,, i呼 6,7l f』 600 ク .2.S0,400 ~ ~7X/0- 2. 佑法

4 ’’ 2 匁 1..., '1,02 『,.$"00 • l 村、 soo,, .2.0 -,. JO -.2 

5 ヒ・リジ 9 2 7。 3, _7 l i,ooo ク 2 ヽ 5 ヽ 6 り .J.f X /0 —4 彙逗北殿，這t‘;"はす・

6 ク 2.7. 
一 .2’6S '7’ 000 ク l, 23 6 ク J.3 X /0-4 掌温紐

7 ク 4.0.2 0,000 ク I. /o I ク .2. 7 X JO -4 

了 ク 0. 1 7. 6、 210,000' 3 fヽ ク 6、 3 X /0 -s 

? ク 1 7. 6,/00, ooo ク 232.,' ~ f X /0 -5 

I o ク 2 7。 S ,S-40 , 000 ク 23/ ,, 4. 2 X /0-.r 

I I ク 5 Z 4’s20’ _000 ク l ヽ 7,' 3. 7 X IO -5 

/2 ク 2 7. 0,2 呼 s,’.-oo,’ oPo ク 1 / 7 s-ケ 3..2,X ID -s 

これ｝ ＂現泉»ゞ起る原 E 1: ついて）古＇゜ SY -'゜ r., イ則とyも水酸化t=鉄が側）：主な原因

があ 3 と思われ 3. \:゜ 9 ジン，ゞ 55 塩基なこと・うた殿：がきれいなこと等から均一茨殿．と奏D似

の＂シゞ芳ぇ；れるが‘’ ヒ・リジプは最初から全そ»ゞ存在するこ~'う＂た9は追か 1こ起 3 ：し
so;;- の彩射》ゞかなりあること，効果，，カ9 成牲 bゞあ 3 こと苓Jヽ} I必ず l {同一＾機痔 1・はな

ヽヽと思われる．

と・リジンヒ庶談塩t用、｀る介枷法はこれまでのケぅ去に比ぺて柊各段：にすぐれている，，て｀，

今使分析ゃトレーす一＂洞複 l二史用ざれるt，，と思われる。
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3A27 切乃-itlK.素穏1こ；る切りムが尤殿分験寇遠礎検討（狂t咋雛t•~ね謎咽的
研繁キ3導）

頓隣疇が来救紅が 〇エ謀ザ這吐記＊、醤泳庚｝t、三芥すいが

i、 i的 従来・ 赤ウ 7 ッit水素酸t令祈試棄に m 、ヽた例 Iさかh ",了メ‘）フうムとフ゜

ロメッうムゥ令誼にケ 4 ]、ソ｛ヒ水象醸の使 l用討栽音さ軋ているのみて‘'ある．浪兎さ＼よ\-')

ウム， ウラ‘.I'袂令浚生餃物 rt”‘らセリウムtぅk殿令諭する一方去ュ 1 て，ホウコ‘‘’·{\:.

水素酸のi吏用を恙え 3 主-t. I 'tセ］うムこホウコッiヒ水潔酸との及応によつて生す、バ殿

への精たの元素 o 共戎董 Iこついて枝甘t状み巳

ぇ｀程 n の全ゑイオッとホウフッ北水素酸との反応 まず，渾袖の全屈イオン号た，r 二、

液 0 全忌イオンt令•も因直（達埠io .... 9, 0、61 N- 硝酸醸怜・全梵,3..,t) Iこホう］ y,tヒ水ぷ譲

< s 芦冬求 4 ふ屯澗えた斗令の吹殿1J)注吹状況について絨祟 l t~. tG)~忍葺独り全

ゑ 4 オン0)場令て｀ r̀ 9‘ノ 9 ソ，セ） 9 ム (3 緬),サマ、）ウム， l-リウ 4 ，カリウムぶ沈

殿するか｀，セ 1 うム •(4 価），ジ‘＂コ＝ウム，ウラ＝ 1レ，螢< 3 1洒))＇レテニウム (3 4西

)) スト a ン今うム，セシウムしす沈殿 l rぷか-:, f=.. 音た）セ］ウム (3 i面了た可＋価） と

他全ゑ 4 オン屯縄合せた鳴令， 心iえ Iぶ‘セリうム (4'瓢） i o 叫~,, 7 タン，9 可をと~,

“"一噸醸醍餞，全贄べと L ．ホウフ、ン化水祟酸屯加え~ }にし吝逹殿も住す‘るのに峙！打

の訊もヽぃ喝介もあっ~ "'~;最終的に liすべて琥殿屯生じた．以..1:.の結呆〗ヽら也）ウムく 4

価） ·と 3 伽 9 壽士餞｀ iぶ 3 価音た、了 4 価 9 セ｀）うムと他元窯乙句令誡が‘可誰〇ように息

われ E O て‘‘，誼鯖怜祠仕元素言用＼ヽ，逼当 E 茶沖t.`、のセりウム勾或殿率に対する精々り金

雇 4 オン0)黄或宰につ、ヽて様貸屯帆みF-.

3 `セ 3 ウムく斗輌）と舟土禄の分綸 ーセ）ウム_,いを含むセ 3 うム《 4 価.)の遅達達

丸に 3 伽 9 壽工簑＂浬体遼桑屯とら：：-1\.. I::. 木うコッiI:.水集誠と珈え，ー足誨洵汰覆 l 't.

＂い主訳tせる。を訳 l りいいもし、＂食守r,:C I吝 U 邊 l て”""""直 l ，滸
蓬t行う．採政 1 たセ 9 9 ムーI召ゥ滋軒能との比蔽ヵヽらセ 9 ウムの改疑専屯ぶ~ ~. -"'i 

' -:. G)禅作と平行し疇<t_'セ‘，う A -田句代、｝に他筍壽主韻 9 卜し一号—(ュ- a ゞユウム
-IS乙・ コ・ロメシぅ←14'1)屯訓えた囀我t咋＇）， J:.と全人凋—q条件t或澱反応た行＼ヽ，

嗅戴の汰鯖蒙測兒§ヽウ寿土嶺の妾逮章t求めた。裡鈷乙 l てセ‘）ウム (4 箪） とう＞ 9 ン

ユ lll ``, 卜しー 9 -とiてユー U ヒ・ウム -It~ f r:.ヽ言っ・ロメジウムーWしを用ヽ I j:_喝令、こ不ヽ 9r

る｀吹簸 9 汰置峙由，，逹澱時 9 酸性良，ホうフッ北永息酸り毒渡，鴫化剤＂も奔，ぅ＞ダン

，忙、）ド 9 マ 9 ウム送 Ill "た場令0)も専むと‘l：：つ 9ヽて検芍 l 瓦f冷藷果，｛可~,~令も

セ、9 うム，＊豫摯 9 壻薗tともに為土蓑 3 緬の共弐幸ぁ”"] iて＜ ；、そしてセ＂うムく

斗価》 〇或殿争 99 、iこ汁 l ．為土麹 3 饂〇羨求滋ヽ言 95....3, 嘉 ~r:~'=- 。 n あ‘. 3 価り為文

襲の搾五今譴につ 99 て↓樟計，に bゞ，事怜り綽呆ヽすえ，，れむかつ瓦

4 、セ］うムヱ漣打の食泣との令隷 セ 9 サムと為土糠以外りえぷ又のな論につヽヽて誼

槃社国位元ぷ屯用い根~ I 1:. •セリウム (3 饂） 9 精ヰ澪液 1：：簑逹汰； F、ヽ；羽体，D ，，t令．

“ 



む汰射性杖穂の脊喰区tll ぇ， 0ふ Nー速鴫鴫性零末とし』 ：：札 Iミ S メ本うJッ｛ヒ水素譴 9 壽

或い』 2 )ltえ 9 30 -s/) 令誼直する：生じた吹殿t令綸 l. 汰射俺刻史を行、ヽ，採取 l 五

築能と〇比力．＼ら共沈率も求めたQセ，，う A -t S？）スト n ンチう々屯， IV テ＝うム -I• しお‘

じがブ IV コニウム _95 1：：：つヽヽて行ったが，黛棺沫、お‘iが棺体き令む這令で‘‘うセ‘）ウムヘ 0

共逮染 Ir それ王‘札 aバ， e． sメ（セシウムン； 5 メ， l3 X t X 卜とン今ウム） ；ぇメ（ル

テ＝ウム漠撞沫） t 1 メみ C 芦（ゞ‘lレコ＝うム） t`あった。 寺た， 卜｝ウムヘq寿土禎の

共沈 I~ -,.ヽヽても検蔚｝たかゞ， 為土襲の知応牢 Ir l1 -Z千％て｀‘あっ1:..
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3A28 げ亨疇しょ賛麟

京大理 詠礼ふ打・叶出疇 0 糸本瓶

·徴 I< Ru ＾化労的洛動択＇穫雑'Z"祈るこ\:,..よ＜如りれ 1 おリ この複紺・址 l士い.1 < " 
魚弓細t椅夕桟積 h‘ ＾貧訊｀態のも n が＇共莉名 5 と：乳峙(<3 ＜の雌体稗セ砂成す 3 ごと 1<
壻囮す百 b こ h 足を僻緋するため,-::し，＂ 6 ヰ得り小fc□ Iく? II l すi",~ -対根毒した h\’`
(A、,!,_ ; B 化猛 IIぬば）． 怜：『． 7. ヽ徊心紐和ぁ・,t~,:紐伊ぽ心茶；；笑．＝っ・ベJm、永什，三止：知松躇慮

零慕 B4'l（ば）． ,7. 7.2Z~2S （芥L~). 特に湛醗酸奇之＇’め Ru(191)和IV) の苓動12,..z) 今同 Iな (ll1）．位），，，

漆和毎舛ち、よ仏｀＇舟定佳ド·， l1 2 の知見 k I 冷水りの応）3 への哄·戒 I<.., 9 ヽ 2 検討した篠累

を徹指す 3.

紫置なりが＇ 1-::~乗

炊射t出 Iレぅ· -""'1 A : f?りやc.he氾；心 C胚位， A況a4かの＇゜知」疇．h i争），＇た。バ‘7今“'. 34-III 

追ィヒルテニウム；;'.情和化 1摩碩西撼，純後↑9.?が釦 (Ru.CL心）伶町簸 I, 紐し，i農急

伽f11tt1/,,,,J t,Iも h を躙勢貯礼·応した。 R叫直）， Ru tw.、t l て俵試｀す 3 1< Iで後庄この操作t
参賑）

その他ヵ祗‘兼；す＾.. aと将綴品名困＂ rく。

”ズ＾°クト Iレ6) i釣ll 定； ＂蒐咋河趙釘兒今之光虔計 RS-2()至仏"Iて釦e必碕之乞度計も即t：：。

放射能＾複桟： メトロ癒機憾 GMカウンダー（研 1.32A. 甦忍 l、？ぷmg/c応）

知（四）／ Ru(T) 111 紅状態について

訟直），知lW)は酸性凜浪中て•• I丸栞定，c 存在 L うJ 1t,.f痘であり）それら 11 濱i夜の銀欽に
応じ＇て錯 1 オンち彩成し 1 3 ものヒ升·えられで 11 る。憔爺簾惟•中で•R.E.C 。'1!.'ltid~ ~ Iな（Pll屯

J.A.C.S 但研14(m) 錯い種ち推定し紅）咽叫，Ru必も Ructt..は，いつ＂れも 3m心／立含 Ic 峻輝

大t紅：：とも見武 l 'Z I I ~."ら Iざさき l< —郵報指 L K よク 1 ：：：ノ R直）g慮磁駿片 1羞
脅北 L あつと Ru.暉）バ成し／こ 4 物は 4四へ切叫ノに力tて？て］"lJート'9ゴヒ0 - 7 も形成する
：：とを見よし／ これを主体にして種ぼの酸1t刹，還元争／の効用 1, ついて挟対 l r:: 1、..ノ今回
It :::.の内酸叶l としてC. L心晨元令jとして S02 h 用い積：マ検酎を加えた節果について報告

する。すな力 5 前記 R14- CL3ｷlizD di締晶を畢，c 飩水i釦応 L た r易合，て 1-;r莉『 l < 620 灼“吋ifr..,-:: P.及

収を待っ：：と択｀親め h れ 9 /1ヽ•I 倫面綬 lてi窟絆するとこ0) ~位牧 9i屑失 l 'f ?O fll'I/柑並 I：：ビーlhi'

生じ｀つ。 この棉~~ r, 現象を原うf面と俎化iK熊t外·慮 l {f: 9ゞ~ I 綬給If 1}'.士，__,· Iレ1Jリ性： lりかけ

て畷光充虔的，こ得オfr l た。一脅II 七あげ＇人店い）餃性'l.'• Rum 1'ルカリ性，こし 爵ぶ綬囀1 へ

返えしてもさ化松｀｀井りれが~ 1::: 反 L' 瞭崖··ful1II) c 収1差 8 ア）v 1Jリ．f土 lC L 耳が蔽・虹l へ
逗とすと Ru(w) の叔憾 Iくなるものと矛ぇりれる。囮更｀l這i" 1'• Ru /J1I.)1i S0.2のじーによ？ Z得
i丸 R叫加：Cl2. 111 酸化 l＜ぷリ足量糾 Iて生成‘する。
和む知験操斤
I 0 1>似（バ｀しか，-::_ I -茫量の双射性ルテニウムも合も＾ O. INー鰭緩性漆応否祀しt<う滋、 I, よっ
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て， ぅ価あう ll /1-4 f面 1く廉手f面を整ぇ K Ru ＾ぅ容液を錮製）， 4,，Jk,0れしを入孔 rてもの E 戌試

帝衆とする。応疇＂易合 Iな，沃鼓‘煮炎のァ駐整ぇ卸しく土か‘せしのた、，＜怠じ1' こ桑戎袈

\f＜と l -z.夕吋ャ含を）を添加し｝本＜撹拌したのち脅渭鯰·すう。千怜ー 5吃餃厄のず今合，な，

豆弗応虚（t炉息，/r,/薩峻翠址参衰厄i吋／ml) 海浚 s-ml さ加え十か痘拌したのち o,lM

嗚H i巷表さ加えァ肛誰笥する。沿叫が茶加量 1ょ匂・'|を用ぃて正石皇 1：読取'?I.以上のよ

う/'(し乙得~られた一定の！恥訴l整した坑濠を ID 時問放晋懃衣＇せしめたの 5 邁琥介競し 上＿

澄i食 I 硯lt;, -1むしス褪皿 IC 麟し-Z.殿焙、 I GM 朝教惟を用りて放獄能を浮液り「ク。紅rt
牟p,か心疇あfて（i-舟）X/ ol)=P. こ＼て'.41ょ沫加如（C,圧羞念昼（叫j.B ，ま C' P. "'I 塁定1..J,

なち＊岐化ヤ＝俵量ぽ沫率の蘭iえ 5 成めた徒果，p廿応亨伏i l'(>\gじに存在すポ，本

央吹率に要化が＇かりれ斥，，こヒ-/JI•• かったのて以後め喫瞭で、本すべ．z.. ~瑾戸？を，甫＾て検討

お行った。叉楓成凪度もうがC i1.I::.t" lit r 1し力，I 債'1 t··界膚11ヽのあ 3 と井ぇみ-<'- 1) r-;ｷ 5~  3人，

拒風,c· I召噴牽 1: 黍化，ざ緩以られ＃が 7 たi/)でぼ伎み実辣 Iずすへ●● 2 里溺で行った。

がかpい共戎年り関魚
釦紐ぉ，よ心謡体と加えた場合jてつヽ 9 て＇， ［紅疇ぁ•ょ c 和4 一成殷、―玄，：よる共ラ虎る険討

した結果が＇，いっ＂れ＾う法におぃても咄 8 し‘メ下でJ:j;』 1 手、‘.1o 7o 程度の井茨率左示1i 1J、?H g 

V1 .l:になるに従っ z 粛次浪｀，ナ万る。一叛 l: C…ーやの鳩、合に,-;:祖外の存た祈 b とさよ，l

も来来年，れ誠｀クす 3 二と択知りれ r：：．

3 1匝＂叫心畔＂聞f禾
つ 1曲 n 喝合も同様，: I 邑捏f本およ心＇オ且体き加ぇ 1t痢合，C つ｀‘'Z / 喉屠おぷが7f-扮一来餃

恥よる択来を稔耐した結果／しI 'l"中のテ払を用ぃtもtH 如1f t＾，も．1 ヽ.. ftパる程度臼げ危

で禾す二とイ＼··誤めりれたりゞ‘I ゼ水 r/.. 上になれ Iむ誡｀ナしノpH II 前後1," 11'ぽ＼‘＇ 30 へ和ス復虔し
が咲戎 l r; い。叉 4 f釦渇店、と同得一般 Iご租綽を碕ふりl:l'j :.i ~吠·;•[}’4バ了菱り‘・：消叩方る二と

が痣ぁられ r：：．

莉祀した揺 IC 繭性，てお・" -z.釘釦掘整した Rut周いでも 1'IV -/J,I’t止塔未．:."ぶ 4 l'岳

1て願火されつも＾と井とら水るの Z•• 叶I 8 vz .t.で 11 愈廃 l1 千筋厄 Ru の共戒t行っ乞りるもの

と推定されろ。
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3A29 玖約 1［生 I L. F::,.五汀遺光澱へっ共丸

愈野久繹•福哀元・園）衿肯漣
立た理 ふ森吃這p. 7に町邦合

”ルテニウA が各祐む般へり逗逗免I.,. 1::., ；心談＂し'- 1J 1ド祗訛吼卿頃，塩化物
,7 、‘I 疇，シュウ酸爆，豆紐知ぇ.ら'ぶルラ;:,..ウ A ウイオ以潅ビし-t, Iち訟(1![爪I)
K‘ よが＆（趾）1--J O をえシんで却I‘足もおユなJた、
方欧：に‘をトレ．—-サ-'toい含む伍（直)W) 'h‘ぶびぬ（皿） NO ゥ函麟如戸紐
麺譴応 I ~ヤ 5 仇iの全尾ィオンt加え違幕 1 0 ~I S'lit\し遺痕ゥヽ切諷戸戒七
し砂，叩応訊‘湖，ルテニウ A っ出え 11) 0-, 千 M ））人下でゃH, 焦硲誼．、札戒麟均
複/'l,'1)条件疇澱L 主瓜‘マ也す:..ぅ貼殿I戎達呪n噴匡よ和尋過豆っ嬌詣ふ溶液這｀存
すもりニウ代乙虹10ヽ（紅゜‘)の汲射）足によつて求畔畔碍出し 1...
緑果：しI)'ド線窃恥吠泥妖(:m:.)か叫 71しミいウ 4 を含心但矯応 7 ::,..←弓'
t加えて水酸化物なうむ知しめ）荒澱生戒使の各束Q),pH ~共ぅ丸辛り痴係をしらべ'1::..
水戟4巳鉄へっ只沈 1;1.訟（皿， w）) &(m.) NO 臼 I;:. pH 4....  9 01年 9 斗へ 9 9 ％て＇’ある
．水酸化7 IL ミ＃ウ A へ繹泥序凡ぬ(JJL可） 13-ゃH !>'~1 て•95 ％以上”pH ぶ朽＇
q 5 ％心なが＼ぬ（・1JL)N O :pH 5、 2~ 8 召口％以上―”"ある． 11コマクロ量が祉("llI.J 
rv) ら心が｀ぬ（1!1.) No 水酸化物紐＇り比較すi't, I 年訟（四 N01嘉しかさマグロ量 o
場違祗心逗澱が生成し V ヽヽ条件て，＂慕他欽へにく知児する,::,-. l:'..が｀わかつ1':..
（叫）虞化物ヘヮ共荒．塩酸鰻鵠戒から鋼（正） I 7違（正）が磁仏物釘む親必 l, め，複或

該湛荒率と改鴫をしシベ＇1二｀ o． 1 叫酸秦飛がら \1 紐（叫1V))~(JII) NO ~も l::.
蘊争 90％））心を示すが＇／プ蒻濃度 o 培和尋ヽ 9 ，訟（皿,w) 弓共沈争”~ 9 度他が
なヽ 9 の 1逗 L ／知（lll)NO  c,兄れは明らかl二栽少する． o.i H : q O ¼、 0. 3 M: 
7 1 %, I M :29 % .. ) 3 M : l q %. 

t3) 塩四勿へ刀共光，過戎凍瞼各夜にキャリヤー乙しで鋸、屯がえ，さ~ I二過旅I"')一塩殴な
加えサ釦濃這澱ゼし炸．ぬ（叫w) <!)共況皐i1, ID％以下←｀るもが）伍（Ill:)NO  I~ 

嶽汎紅く3- 1噂ぅ風百＇況濃、熱威‘すると共況辛2 子 0 ー名 0% t示しノ塩酸濃度っ増
が、況毅熱痴鰈廷応吐がっ咲況車森砂I.. 1::.. 
由ネォジ年のフッ化物，シュウ酸急ヨ 99索酸磁への共況，過、福桑翁揖お知ヽシ :.,~3

俄りばジサ鼠匂光澱ざ也共洸宇這I定しt. 7 パロ初，シ拉酸塩へ？布が争ュいつ＇’ん
ぃ瘍合1-:. 心忠tで＇あるが ヨゥ桑酸磁還虹ば、w) が念好 6 ％のかな 9 品ぃ先砕
屯示した，
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3A30 
ルテニウL.;._.(:m.，汀）にニトロジし 1L'f＝ウム（皿）ツか離住

立大王里 駆固靱輝尼森逹＝部逗見玲ナ
三木瑛一

Rl((lll)NO Iな知 (Ill, 1'/)じ足クイも労的拳幼な晃にす 3 :: t p;’,< • 3 た bl なり宕足なイ才ソ

稚t （て店在すJの 1い， 2 れら両イオン蛭， A蕊t代午fこ．t羞序、イオンぅ農度●、“俄 1 ，過t"

酸澳液 F あ’. II て、和（Ill, [V) 1:t f易イオン交挺樹脂 (•H 尺形）によく枡捉され 3 ぷ．和(il l/ ND I i先

んビ＇梼祓されないこ L と見出 I 1-r..")て’’, t易イオン交渓紺藉t斤l~ 11 3 介饂も行プに．

和(IIl)NO Iな合成'I fこ kふ (NO) 釦t, 0.1 M 祉既に汰絣 I. たも")' 欧(Ill, IV) は即政化 IL↓デニ

ゥ A も，，＂ーア IL コ- Iじ添液 Iこ苔留．漆改t竺発~乾固 l fl 'Jちt易欧璃、流'(. (たも 9 t用い

・よ I乙 10‘ 即 1こぶ，てうべ IL した 1両イォシ佳 9 拭＇科沐次t用" ft., IL テごウムゥ足量 1工， 7

z ナントロりン沿，ナオウしア凶 Iこより， i k 枚射·J生 IL デニケ A ク汲LJ足 I i r 緩シ＞今 L -

ショソit紋によりおこな？た・

f易 4 すンた梗街脂 Iこ吋す 3 吸省姓ー＇゜‘ku t合も、代紆砧液な堂発乾固 L' 通t羞糸綬落改,.

添絣、 (Hdo*J o,ISH, LHdJo ~ 0.'‘.n ，汰液t (1.. これ 1, D,wex So, x →午 (H Ii'形）と加えて Ki

も測足し． t＆騎濃友t吸ぷ性 91れff, tみtこ．（;:I, I 団） 和Ill) NO Iよ瘍ィオンた挽樹脂 I'- 伶ん

ゞ吸ぷされな，』．即（iu, IV) は (HC,(I) < o. o I t1 -(・＇はfら 1 オン交咲街雅ftよく捕提され，,-ぇ H

のよう 1こ店いt＆戟滋度t^ 1ま殆しし＾吸羞されなくな$. ま（t吸名Yi 1:t /l.1o1(I I/、 IV)., ~度度と In f9. 

0くみ 8 訊t`. Ru(III 』 IV) 9 }棗友ボイ(<I: "経．吸着,}i-ぶ俄 II • 

今＼縫災験ー ku(l11,IV））仰（ Ill) NO t令t t{'料t t占既鰍臨t l, 1 菩終釈固， D,I 1-1過吐東政協次

't. L 、加浪 I 1.から,.イオン史梗樹脂層 (Dowex 50，炉午 3 れ） I: 且 L, 0,/ H 場じい船翡遠汲t'洸

涛して． R1o1 (NO) t ~ llltさせ．吸笞 l fも Ru(l/1 、 IV)1a 8 M t＆戟→ X｢ I ー 1 し（ 1: I) に 1 て遠出 L

A紬す 3 ．小紬 I1 9hL ピ児全に行われ 8. r蕩 4 i/'y矢検体 1.I:や、兜檎度，低いも.. b、99 よく
・ 1 た掌渇ょク仰 9 50 ゜ 9 む ^U J: 1) こ'<...:: h>-. ft.. 

か雌央験，f:l)阻'(. I -c、 Kュ k~tNO) CJ23 1.~. 中性§阻射 L これ乙 A 紬故f乍 I: ^ It l: (I11 t因

示す 3. I•3 和 9 生戌•~iえられ、和（ Ill, IV) 卸A¼,.'比杖射般。；、高いこと P: A, ft．（辺関）

l<J. • cp~心i-MHuo- JHHClo心央憾
サ

令,,
I 

団 8OO
‘“ノ

600 

やO

200 

11 

11 

-R'1N0 心15:` '゜一4M
し—桁，9 ， 9l ll999999国 l馴 991 99 幽llll1,1,.ll ―9991-l「 l9999嶋1 、 I8l1,33 

，0．皿0.06..OI“4 [H叫
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杜淋用射出
は釦NOCls珈哨．

曰n.¢杓'g仙
1 0,2 9 
2 0.24 
3 0.29 
9 5 .. 3 
l.2 6,3 

('.f 1. 1湧）



3A31 岩石ぉ·よび裟這叶l7Jね、＂の中性繹知t今研

＊東文数育火営立掌舒 4Cな放全
＊＊磨駆：な夕評粁化与放差
＊＊＊知知；母数im釦碍杖：窒

o 淡口 T具ど 細如届一粒防油訂明キ＊＊
え林哲甜‘* 、卜淫上和本

i ` 緒言 従未，⑰必知ル必戎 I Pぶ如， Wede辺．I O也占§外縛、 B09砒a[ P叶点 そグ地
の忍とt7)研究考によってスス＂め戎祐‘,I七芍約珂孔か発表す礼てえた。 し力‘し， ミれらの研究、

th 1不足骨紬泉Jc.相当のばらつ 3 があり 1声蒻すべ'9 氾球化営的デークが得·られてlilない。よ

つて汚茉の Iゞ配かすくなく， 1屡小た検む駁度｝哺すぅ↑杖｝攻 9mt分祈を用＂て 4も帰すべ'

9 スス＂の足tす戎｝確立し 1 あわ｛てズス＂の氾玲·it労的デーfの集積，＝奇与する目的 z•• 本
研究を行った a Jうに，従未救告々爪た地球（t 1 的訊料序のスス＂の足士値．の袢達］瑾I=登

も今をか枡汰と通索ti Jt匁秘今絣泊｝ふくむ今祈戎との問 I＝みられうが／ この原因につい

て凡訊‘料片のスス・元，，，分解;:.f. 1-:. 府題があらと考えうれ 3 ので 1 戌ブッ甜分紆法ならが 1~ 逼

絨 41:: ‘I -J｀絡枷滋と用いてこの前料今解·"1向題についても検訊~ t fT った．

:2. 失療

a) 核積の遺足。 足量に用いたスス該穫 4 校的テ”- f，ま，棧穫；＇だこ， 仔仕比；必，？ 7 芦，

乎‘}全ナ炊射 4ヒ断訊； 0,/1;.知、生取＇棧穫；唸~ I 哨洪難：平知; r羞吏望及が＇エネルヤー； p— 

0,38 心V である。

);,) 臥‘度． スス＂をJJ<R-/で 1 日が培屑 3 日洵断挽琥~りすし， U人 1復 48呼国と叫 30 呼')11 0) ｢ 

祓わ能も伶るたわ/:=- Ill 苓な？店 l3 1 乎ヽ｝笙う東~ 3 メ IOII1 砂？ぷ＇としit生牧j：を．50% J d.H ，カウ

ン 1 ーの言f慈効率を 10 ％とすると 3,2ノ9 であ:i.

C) 照，射茶件なう()," 1-:: 測足裟蓬． 尻乾したケイ酸茄岩ら茅ケ禾（約 o,S9) 呑う(J" /0 冷．水 IO£ 牛

のスス＂さ欽 30 況iに合って捕集した拭料と、）、型の寸・・リエチレン落ヵ 7° も 1レに入れて俎箔で乞

揉 1 比較訊料 F ススい 4|4用を b 紅行にしみミ｝も、ポ゜＇）エ今レン翠輩'/=.主す入／俎箔でも望して

両君と犬見足のボ゜＇）エ＋レン製ヵ 7' 包 Iレ（おX7S況>11,)/改めてJ RR-1 l 序 •I全｝束： 3x,o''?t.ｷ e,,お叩）中

て'· I s r tt刷 3 B 即荀統煎，佑した。 用いた放灯能淮J走産虚 Iネ疼研蒙y ? ：ガス 7 ロー比例

訂教製量であう。
d) 訊｀料の処戎ぁよか｀・スス．．の汚如命去化屯

ti) 'rイ羞岩孔‘秤の処究．へ 将、卯 I 1c 岩た試料/cf約 1 B 冷町したf食ス-x·#体を加え

次の二す＊ z•• 令陪を行った， t9 の一 I不匂全皿て·就フッ醸によ 3 す沿， その＝ lか邁酸化、I -7'’ 
浩他'Z”ある． このニナ；ふて’得う水た滞液/=.浩ふ酸t加えてスス＂を疏 It物と (Z 泥伶支t. I!;,. 

I ら/=-汚玲怜者itなt行った。

(ii) 渤水序めスズのみ合、 スズを千犀｀専 L t,"笈ィヒ鉄糀わ試科J;fスス｀’担i手を加え、t虚醗

` I=- 沿糾し，活ゎ酪.'!:匹えてスス" t成ィヒ物として；＂i疋(!'巧差餘.,E 1tなと汀フた。
(i)) ズズ｀の汚勢除ti it冬． 概釦屈1 位を成 1t物ヒ｛て戸し， Te のス芹ャベ‘ンーいな

行い， Mo,Sb を mt水素西度存紅のもとて該化物と（て怜去 L v-枝， スス＂を品0ュと (7 マウ

ン~ I カウ＞和汀''を 1了った。膚細 lで言青浪にゆつ｀る）
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3. 品景 hい噂 1乍 1＝よって 1tられた討粁＾放いい屯愛曲線瑾祈し V i咋昂仔文献
値· tぶ＜一袈し化伊牧令［か手均ゆ％ J汚襲降£ 4ヒな P．魯する玲向 1:. 岩石詞利で 1すヽ蛉向 1"
あ・フr:..唸1 め＼3 f泉棗たエt,レ千●●ー／1' 0,3さんアて測走ソースにあ・げる年己啜杖，自乙和：紀

の9渭 5 9 ナぁるが本戎"'ft 1牧辛t芥／召＞．．幼％の一荏与堪さ示すがら度用エ 17-補a:. 0 l\r命

はない。

ぷ l 岩ら今絣の内恩も株言すするため／国爵樟準訥料←ー／抗•Jか且久島尼負鬼討｀粁 (r-73)
戸 II てスズを庄tした紆朱さ他の研先例ヒとも）＝すJ表に、fす。

11 表 合ー1 、 Y→ 73 牛のススり令咽邊

A凶tkors 令l （ふ心珈．） )'-7.3 (ら干•I'm)

cko必s 幻C ＄匹Sり加碑紐四C磁戊）·“ 5 

0也心 ) 2.3 （ゆ．）

BH〇r唸ool2必s戌戎4 必Dutro..％(S4pC.2SMぬ西aし叫加Po珈ヽ必心-<eo-i四に叫)知皿）辺） 8.8 
5、 I 位心）

.3.3 

T如 Wo池
3.S'. 3.4 ,3,2,3.3 ，仰,.~.Ij.)....呟4-HF S-.6..｛七攻と→m

辺9, 40, 3.S．（四 ~.7) ｷｷｷｷ/{o,0.2 5, 3 、 、 • ·N・心0ょ

表示のこ｀＇とく 1 就 7巖分解，遥酵化、I - 1●●湛抽今飴しもャ一致した足t催さ 5 i発カヶぁ

令析払による値よりも通常バL 伊％す法を用いた 1直 1-=- 也ぃ走i- 1直と示 L た。 この約景ヱ記

のスズ今船不見全t 1‘ う閑題 I頑韓し孜：術 4じか研‘廷q足全！直,ii虚粕~ ~ Iこ足るデーグ＇さ令

ぇ；立さ示唆した。 （たがフて呑党今為令析 Z" 11 恐らくマトリ ‘7 Jス効果/c::.. d::,高ぃ 1直

を与えるもつと考えう小ゑ．

3-2 次にケ 1 峨溢危石なうが 1：：：海左エ乎のスス＇．＾足t茜景をヤュゑ／,r3 長に示す．

ャュ表ヶィ銹 r＆岩石中のスス冷行母 ザう表 海庶エ中0)スス・合有t

詞 和ナ スズ CR p. h·) 試料 測紐孜 双斜計泣（加） 双磁硝,...)

花菌店泥町詞料仰荏） 2.7 太和手年和エ II 1,4~ 7、 5 心
花曲肉姥釦良い評料ば粒） ,. CJ 

がんらん岩 0,6 
口本海悔，i. 3 3.'1~4.3 4, I 

月肉 P｀んらん危 0,5 埒丼和ば軟戒 3 I、4 ~/,6 /,5ｷ 

をム店況Jx.詞‘料（ l幻途） 2,0 

広六‘虹如収＇詞秤（夕粒） 3.o 
太和9 火 A オし 4. 。`3 ~ 9、 8 ,. 4-

3-3 為水炉＾スス‘·令智骨
邊序tlJスス＇含哨tを羞 10父ょJ鉄 30ワい用 II て立っ‘’> g尼I=-今汀げ紅したもO')さ

と屯した拝界につ・い Z も枠缶する。
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3A32 似レベい和庄知紅叶ょ註為蒋社恥外灰胴化翁及

叱匂K i里 0 13 千嶺，辻舜雄，足豆乃淘

／船碍祐駅此凶知直町紅t哨うか 1::. 1 ）たか追，マ狂這、屁知迂び｀奴射
麟釦紅逸虹皇あ，乙れちか足条i紅t'え 5 叩輝元和I)放射能5m t輝b]護l
釘，比乾検11 3 2 ""1’’iう。他レベ、レ叩い急二よ 3 が広{ ::..れにより逸叶範
卵叫唯Iっな 3,

拉環匂ふ‘ヽ11 叫免塁直釦a-" 1) -:r..-rレン堵し凶四りメ r6-h, 1 心ot.~) I/ 入I(\. I 
ぅ少如刈ぶり）イベ Il l）ウハ炉圧f、t痢ヽl 1釦｝い殿射した頃、射俎罹； e化 11,
叩 (I160) 日t止参照） e 硝、＼畔靱閲鐸，薇化物，紅紐臼(/'"鰤蒻知＇t"；；；
う。服印狂属蛉，）がl iiい内裔 IBl tt, i訊財能雌叫 20秒紅 II て吟，
)0 fir紅びぅ紐1&1井和私池I”テレーりー1. 1 ¼＇’f x .i''h.)'lc.硝ヽ1 1現柱t11:::. 。
といt碍渭謬象t l団i, 1 令よびう日和i。ユれうり 1翡心 II 1しれ帥屁出坂叫櫂ら
ゎ繍 l2蒋v·／該駈m しが濃紅憩俊社籍環軌りこ在 U 屯 0 匂＂t乞）t研］
縦9扇1-;. 1-J'.~素＼ 1’' 印ぷt lJ I)兒蘭荻聞謙I免直釘いt. fit咽し 1ii苅訛1訊；ぃ比較
訊t釘臼屠：りft衣 k i匂
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3A33 田伽摩名に戸讀批砕噂詈這魔

乾西，乾壬lll 噂心，小）1|行覆鱈疇謬，

叩叩畔這tする祓豹疇臼lす租今沖の言食庄ン1 系）文しl I：：祈鳥元J恥叫祖 3
叩租／半喜仰秤料f紅‘り麟いいい祖管 I:: 愈困されて名t。 し灯‘しこの元うもの児姜
は多くのすぐ訊臼印j届tもつにもガ＼）れう l', 1tの利恥｀原み‘比t北つ施穀9況為に餞
られてレl る：： tであろう．この同影配戸 3 tゎ阪Be, 5bBe 紅の 1賢謬臼印
う肴：名が研房さ叩f- 1Jヽ］畔冗砂lヽざいた kh I こ’度囮 l::. 1見可~ 1::. をら(J 1J‘った。昴囮椋
詞？ L 臨Be 輝”/J)甲 l司の記］ tもっコ、‘Jクりり 1 I-・芳 lレトン型の中,tJ謬屯賂覆贅
販ざL-/'ti J:'J I'ー（J肌 こ中t屯l牙和炉す 3 祁射化か称ぅむの）訂苓廂·羞が魯んに行 a 吼還が
ぁるので‘)非緩煽団速放術it介析t且的tする惹奮の研虎もJひ祗‘i乍tおこ紆った。
詞レt惹筐は， 14- M研叩戸愁以誓（ IOIO暉螂／sec)/ 3 知叶，u厨｀正棗 3%ンネ
9虚系，（平1}庄 3 毛::. 9, CR 哩＇毛::.タ (1段瑚）； 5-砂ヽ／シテ．、ン 1 現l 足懐誓丘£‘1J‘ら行 1 て
vl る。 1司 IこそIf)猜叔の概蒋g V 切 v た。

1.叩戸希這置
飼鱈 1-;t-電幻澤l鯰蓄‘t叫&~fが曾町蒻型0)もので，水乎に支蒋されてイオン旅

卸が禰珈脅象 1こ史込んでいる。 稲珈l電宋 11 閃卸 Iこ重水素1茫飴甲0)重 7炉恕解畠曾 7f表索量
”磨會喝み知麟麟哨将蓄（応2oMc入曾褐み弓l 店 1月あ兄脅潔，會陽みビ｀ーム息足
細慇用高厄｀嘴者！ t i渇しを1年が｀十 zoo t<す 1：：：瘍i,I てし1 る。 皇、差 11 ターゲ．汗位置で直径 l 'lrlrn 手
で｀ 1 ムーダに締 3 ~ l ができ 3 1)¥ 10miセで1" I, E。 加‘涅喝況、 11 セレン聾詐 lこi 3 コ、'J
ククロつ卜 •1冴 Iレトンi衣｀にぶってえた。ビ‘ーム"1J心炉疇禍森〗 1:. 『つf疇ざ
れ 3。 ク一白 l瑾日 1\ —YJ:r Iレ研幻惰11)もので直仕窃祠蜻輝上に見｀月 1 小た今り｀／f
に約 6 C の卜りケウムt吟着さtたものである。

z. 疇系
租憫叩衝警位惜 I事）込t‘:::.i) 印 I性今衝警直，談料t卜＇）ケ勺ム・ターゲ｀｀・フトの 1日

りに 1覗専可 3 こ l, 衝臀蛯了後，倉畔疇歩麿り釦霞麿 I：：：危·す：： L, 3 ヶ惰喝0)向，
最裕遣料霞鱈嶋＇ 1：：到着したtぎ直ちに計粒t悧胎うも 3 ::::. t甘't.... 91乍t自動的にわ
:. rJ.-ゎも 3 tゎ軸彗性＼乱藩‘(500町） 煽化ゥ｀｛ニー！レ・ブレキジ1.. Iレ・知 1··, 牛オコ九囀
岬も‘厄‘t用I,I て所‘彗直‘り乍レF-. 3 伶ヽ／ネ Iv 紅 1: レたの（す I '-r吋訊‘料あたりの介

叩加］ t暉 1.3 2 t, 1・［ひ．、卜リケりム・ター'f·:~ r /JJ伍肴牲向上厄 L" t扮屠レたょめで‘あ
る。 手f-'晨伶のi絹狂‘令j惰レtルを計数£ I匂抑ざt 3 tめ 3 拒• 1 タート •I ＼゜ Iレ 1 硝庄番·t 
罰 v た， こi./'l 1111fトトラン多｀ 1-タ日昴とリレ一 l9誨がら行り稚紗器＇に入る直前に取 1寸げ
てわる．

3. 瑚j危系
府紺締紅が試料吃心 lむtitャトリウム締晶 (l、l; ''x 2 ＂，牛F 型）i, その［組そう入多しに．
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に入れた 0、7n喜6) 1 Iレ
ミ：：：：・ウム肌0)箇かり危

ってし1 る、：鯰蜘．
3 俗のクング Iレ知‘ノ午
疇術分析瘍‘1i·;バ一『
づインクオしン 1 輯 I同

謳知f IV須曲知杵
展’がらfa.'7ていな :: 
巾・らの計霰喜‘i1 3 姜ス
9 ート I ぐ 1レス喘繹 nヽ

らの霞号で｀飼乍 1 3. 
4 I中 9卜生各毛ニタ

屯性各り応謬f
井 3 t初に 1月しI r;。 1ー 

1 1 豹7•シンケレータ

レートメータ，む
＂動刊麟騎11‘ ら
fiってし1 る。

5. CR型モニダ

この種の祖昇t鰭
において店令訂精り
紐から万秘直11,
輝 3巖手丘ば、をの
目的元象と同じ［条 n‘
遭知れ 31t紅謬
ニクq計数 1且 1::. ず 1) 現

恥ざ.ft ~ 0) Iiゞ豹直で｀
ぁ免 ：：：，では直易げむ‘言回釦釦t墳 1 ヶの和~ £,y;落Y,,.レ行い釘置ぼ‘1乍しに
りで貌奇す 3 ． ：：：：れ 11c):'... R t直列に 1耀し力の輝 Iこし紅繹 n lこ疇しt咽元. ~ q i 
t ↓ので‘IC 渭這湘 11 埓足嚢t目的祖穂り半嗚湛月にー豹：1 せてお＼慣｀店麟射能青 I::. 彬
紗l すう。 ：：小t毛;;. 1 'lして用い 3 1 急式斜t衝腎（ク覆に＆ IJ虹｀ t●｀げで， あiの採昨t可
べて忽周的 l：：おこ（3 れぜ 3 2 ↓がで｀をる． ／ーの形広 1す枡豹7的に規桔化tゎ::. 0:うのI]廿奇燦
であ 8 。
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3A34 以如判紀に『3扇疇ft崎墨蔚嚢鯉量幻襄叩

索聾研，日枠吻］ 篠サ勲喝嘉践鑓彰

叩3 において秘筈され ~14伽屯屁放和t今研惹置t恥＇て薇表り誓懐恨‘阻放射
1t祠知事tおこ厄った。
叫2坪忍t咸冦如l ら 11, ?z i-11花れ獨立に本ウ奇ミ， 1、‘}青：t令手ぬ試料叩の蒻表qj戌
憾囮鯰？輝 uた。 A叫碍 l0叫，ずtiロバ上情藷tなゎ祇料につりて土 10%
瑾複で｀足曾で｀きた 2 もを彰告レ，手t文ぎ叶談料t（秒 U 中(i`IO pp.竹のぅ農倉の展妥和い 10
叫劣畔闘で今祈で＇さ 3 tのべて vl Ja。 i ［げ孤、ら 1t I1 もんも｀同様の知紅‘1ド， 1 7 
這打リウム， 2吐如紐3砒四d 存t勺筋廃危惰tおこ行ってしI うか｀ししnter~如珈＇一
且／して疇卵t松 1位釦·‘きたtのべてし 1 る［I %濁東 I::. i1[; て士 17 災叶翡度が？ら
臼こもt知した。
菊危らは 頃濯祝tざ 01こ叫甚 13 こt t且り拉して氾 Iこのべ 3 樹ftわ：炉た，
1 脅嗚；ビームのトリケウム、ターゲ·‘.1 ト1:で＇の衝窟．位置の要剪
2 誂料が房積り釘動
& 初知｀／f lレり祈政喜動作）輝11J即麟
4. 炉ク肴衣｀の、直舌
11:: I訂 v て［す'3 A 33 （このべ¢ ＃う 1 ：： Iゞヵ‘‘）斗の重努后原回'l竹 3 [芳 2 られ 3 のて｀, 回

卿餡｀を設り::::. 11：：：レ氏 Z I：：印して 1-a:祇影叡13 叫琵釦斐化があ 3 と房えら
れ 3 りで試紺註t鱈紅澤合 v てペl,＿，~; l,, ~I：：： I司ーのいか行｝よう弱息げ。
3 I::.I訂して 11 昂疾翁の比範的屠い＇や作の場合と屡リ，＇bN のように 7`4秒•)::'. \’う担い辛痰詞，
の E 約 1項貨如l炉 I司麟(1" であ 9. 3 ヶ遺料の月昴復のものが初着レtもぎに
ぅ峯 1 クート •I\o IV 1年喀•n濱碍 v て計殺蓄’I慟叩悧胎＇1- tr 3 が，J＼゜ IV1 姥サ蓄’碍紅
卵が同』月：：枯 l1 tめ晶ii吋紐叶い‘わく鴨れが砂1]＼あ 3. そ：：で｀阻啄リレーを 1用り1.
坦び砂幻心i乍す 3 iう l：：炸。
クーの［うに V t紅祈t i、 2 行ったtうの彫現肛疇炉‘•国（か稲危1J\`•2 ら小た。
輯 I：：はシンク●｀！レ伶ンネ Iレ瑶高伶·研番t l月し1 名スクリミネーダの加l-｀オフ・レベ｀ lレ let塩知
1-,レぅ鵡俎竹農‘t印 U て定め乞 このi直［す約 5M切であ 3。
輝渭葛に（バ釦ぺり1-兄乎痰琲］惰麟影印た。半啄麟I 足 l丘瑾弁IV
鵡輝麿'L 恥t°Fふ臼比四崎er E 即虹疇IJJデ｀ータを 1l!Jリンタに統條砕。
モシク謬‘mt籾t ;;.クt C 嗜そ：：：夕ti吐囮レ E 雌俊条の今祈 I：：：は CR製毛シタり方が・＇

孵jであつた。
まt, "吋録を， S／N t fう<'lって痴1It．万 3 [~り 3 筍品同時計翡公f拭｀サ[ /J＼｀，計

数が倉リにもガく，この祈名の月的に(J名直であ 3 シも1J‘寸） h‘ った。

56 



3A35 14陥詞厨にず幻兌麟，ネオジ幻認叡杓紐杉幻碍訛崎

叡誓、日謬物， 篠胴息0"亥訊緑謬， I杜1-行

碑 I:::. わ＇けて l訊叩疇祖［紅繹瀕覆違‘m：：ついて甜培げが，こ、て 1すこの
葱詈f l同い[ 1°ラ¢戸｀ムの非蒻憶酋邑祓炉t今祈 Iこつ LI l 翁苓する．

14庫四認げ）（月 V 臼彗惰い、31 1| tJ‘とって升 3 ど，々ク I1 賢疇年囀阻
L しては Turn釘がりやダ・ク．，ぅ—一ブ加速墨‘1t I月いたシ II づ ‘/1 Jびア IV ミニウムの談和t分
村，多旧らの 1バりりつ卜伽叶シ馨番と印し1 f 14 Me戸疇み（：：：：よ．｝わォ幻｀b. l 1゜釘万
ら幻麟脅のブ゜つセ厄｀ムの履仰鱈紅鰭遺い1J\、ある。紅，ミク 1噴
炉蛉年囀印l;這． Co伽血らの 1•17 り 1:Jつ卜如トン落詈t 1紅し1 たベリリウ直
展（平の裕曾町象り祗術賛町ぷ蕊らお［→乱らの譴麟朽隊象汀畷1慮譴咋
“碕の報告紅1J\、ある。
晨直噂釦媛叩，微量酪象り足曾 I：町覆いが，々り 0麟げ祈2 の應印

11も危い1J＼ずケ渭度がそられるい，従い幻碕 TI司祖：：，<1. 7 11 麟If)団＇麟
靡分析ぅいの一つもレての性叫豆祁紅勺精滋祝i 3'.:-l が｀t｀う?i__,'l恩（口れる． こ 1 で＇
は， この；ぅ 6 秀ぇ方d)= f~J ·;レて々り l'.1鰭0)プ゜ぅ e オジ｀ムの定量咳の研衷t tこ（J-つ
氏う0~ セオ多｀ムt囀（こそらんだの（1. この元表ヵ＼浮疇t浙疇")拒臼っtも祖
しやdj l l 'l芳 2 らいたからである。 ・
すでに報告したように／囲悌りり縣瞑ラ名で｀（す附m闇の肪磨の后めに混合系の 1゜ぅセオグ｀

ムの税曾叡畢獨釦'ki,f\'l(J項I:!: 1;··'吃記試粁l1)今:flf Iこあf- 11. Iす喝合象り杵量紺
t恥l ていi.. ~のいゎ窪：今系以外の試料の今知疇であっ仁。 こ、で（す l珈恥畔
tの花｀ （りり日コイ万臼イ｀ンヌぅ幻徘（印レ＇町和］疇判iうれる哨寃椋射噸l 底t名ご
釦疇県，そ這化 I手乙ん汐｀鱈 l：：のヵ｀｀ ＜シtがで‘繹，クられた杓管釦麟素
鱈印紅 Iこついて令〈一採し紅， s/N 1J淵樗 r- ti甚ざ巾 E ので分析精度↓ tぎ〈旬
J::_峰．

氾 lこ料蒻汀鱈げ旦
1. 言珀疇
祗料約 I j ~ 1111" 1) かl, これに今が清虹匂鰭 ~a !i,jJ旦げ麟レだのち，一伶
光伶祈l印阜竜 1・、リゎ濱隙甲弗応型う°レス番‘lこ士＇）ペレ・？卜に窟形刃う。 ポリエ今レン催房
磨に入巾心キンクしつめぅ．

2. 屯阻澤9.わ｀がひ｀痢走
紅求り初 I 蜘ネル 1叶嗜的も;::.ク，グ 2 仰‘／},(/に税憎町翠印精臀拭料かf 11 試料t

砧そう入農ま＇）入叫衝勢f立窟：：おくり此。街臀廂）司 11 S-!Jrである。 ダ紅祐世媛‘) 1鵡
条心冴 1 ¢填和虹紐：：：免し 1 今伐扇{t m• める。琲1危吟 1釘 lj--タ今てあ 3。多甜r
釦謳笠0(')'1 P)ll, N I2 い繹‘される I I,N(1窃）の蒻臀をりガ＜在めである。

の Iケ
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3A36 高純度希土類元素試薬の放射化分祈

適 研 m /jf鳥敏 松用吉夫

希土類元素試薬の不純物分析法は、近年、希土類元素の相万分饂踏製法の発達

と相倹つてかなりの，発展をして居り、不純物量が 1 %~  0 。 1 %程度の木の紀対しては発光

分光分析法あるいはケイ光 X 線分光分析法が用いられるに至つている。

ところが再に純度の高い試薬の分析になると発光分光法のみに依存やずるを得ないとい

うのが現状である。そこで、われわれはそれらの分析法として放射化分析法がどの程度滴

·用できるかを検討した。

さて、希土類元素の放射化分析に関する研究は数多く報告されているが裔純度希土類元

素試薬中の不純物希土の室性、定量法を禄ったもの、あるいはそれらに応用し得るものは

殆んどなく、たゞ、岡田らが短寿命核種を利用し、テルビウム中のジスプロシ：ム、ッリ

ウム中のイツテルビウム、テルビウム中のジスプロシウム、などの定最法を報告している

に過ぎない。そこで、われわれは熱中性子照射による核反応の結果牛ずる核種で半油ffllが

1 時間以上のもの（第 2 表参照）を対象として希土の相互分離をすることなくそれらの r

線スペクトロメトリーあるいは，P 線計測にもとずく定性定蜃を行った。

分析試料としての希度類元素試薬は、いづれも醗化物 (Pr, O.,, T迅 o, 以外は

出 o.) の形で横沢化学から購入した。それらは細erican Potash & Chemical Corp。精製．．の、もの

で、分析表（分光分析）による不純物の量は第 1 表下段に示されている通りであり、いず

れの酸化物も純度 99 。 9 %以上とされているものである。

熱中性子照射； 希土類，酸化物を硝酸坦形に恋，え、それぞれの一定量を溶炒の状熊でボ

リエチレン袋内の口祇に憫済させ、比較芦池試料とともにカプセルに取めJ" RR  - 1 (No 

16 _or No 。 2) で所婆時間 (1~5hr,)中性子照射した。

T 線スベクトロメトリー； 中性子照射済の試料を表面洗浄し、測定用ポリエチレン秤

に入れ、東芝製井戸那 256 PHA で計測し、得られた r 線スベクトルの特定ピークの位骰か

らエネルギーを定め、そのビークの高さあるいは面精から比較法で定量を行うかまたはピ

ークの差引による時間比に某ずく方法で不純物撮を定めた。

以上のようにして得られた結果を第 1 表上段にか1.げておいた。それらの砧

を分光分析．値（たゞし分析表による）と比較してみると、放射化分析法はセリウム中のジ

スプロシウム、ガドリニウム中のユウ．ロビウム、テルビウム中のジスプロシウム、ィット

リウム中のジスプロジウム、ホルミウム中のジスプロシウムなどの定蓋法として発光分光

分析法に優るがいずれの埠合も定性法としては発光分光法に劣るということができよう。
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3A37 ぷ守の片．の紋訂叫か牙灯

辰｝ガ研涜斎 o 葛］い厨砂山靡滋、ノ釈店＇公手

l ジ）レコニウム守 I::. IJ:ク＜の喝合手純物と，‘ハ l ~アムカ＼｀｀＃五：ら 吃り定量 If柑ぢ I二

鱈）斥 1笥題があ a. ジルコ::.ラムと原昇灯·、t沐斗上し乙吊 11 }. t;易知 lぷノャ桂が攻牧時洵

積の大ざ，、ハフニウムのクチ『パ喀とな 3 0 "乞 M心·xt尋シ/:.より 179,.,H戸肘 11
3 すぐれたJヽフ＝ラムの政術化今村j~が＇核告立れたが＇ノニのう法 I‘”｝の屹 Iぶ'l 二 r諄人

＼。 7)-- ロメークー 2 改置巧る）沙｀象ぶあ} I 一般/:::.戻く＝のす法豆）用ガiに 1ま困蜘な配,.,

多 n 。 投l.!r.玖術能視'/足のめざ｀ましり発達/,=. t ;J比亨知的エ矛）レャ‘‘ーの弱ぃ―r線ス＼゜クト
ルも正確；こ求めうれJよj le:.なフた。 L たが‘?7., /i- 1灼区吊 n と”“.lク，／ク，グI33ノ

0，舛／私V r;あ電レ゜ークよ）彗g 4jな，！ 4} ると名 L うれ： 0 ::.のか／!If ")和戚期が＇＃雄
t‘あるの 2`'I 守昨瑾術條祇‘粁這う帰り呼フくりi剃定する：：とが＇ガ＇主るIf) t"ー綬 l乞和/I月

す 3 I:::. \•が 4更利t`、あク）。 二のぶラ荏矛えにもとす゜ざ／的レコ -m、守 n J＼フニウムの足

量浅豆知ら「広＼‘｀i函足~ \\＜緋果豆絆．

2，訊｀印しt噂のil`]レコ＝ラム全烏古な幻｀Jレコーウム46 紐物玄約／砂”／正硫l"
ら知既に包九ばリエケレ！，黎 n 幕 I::: 参1入した。 棟睛試糾上し乙ゑ 2一の口翫 I滋微

量IJ)ハフーウム（出奴 73坪ゎ知 36 7月/'/,073幻バ9 ）さ旺こませたものを求 9 エ今レ
ン製惰 I二打入した。 訊‘料ょオ紫準訊‘料を並べ‘乙同一の点リエケレン製力？勺~/し I= 入れ／
JRl<-/愈””が 3 日 1日 (I 日最大夕時 1司）沖性ぃ束忍／凸／々亥c t'、中i生孔岨射を行なフ
た。 、世術した試料を数日 1釘冷広r した條，祝科ぁょ公穏鳴試‘料玄どれり‘‘れホ゜リエ今レン梨
綽応｀‘~ I:.m. 3心ィンパI ク）ズf }VJ:... l＝マラント以CL-.2舷’ケャネル T線i皮，易

今府茶｀によりげ線ス＇＼゜クト lパ栢 II た． ／，叫／ a,／免ク，33/ 0但処JI成゜ー｝の，易ざ左ffel­

綽釦＇束‘め E検疇と比敦i乙ハフニウ A のそど訴めノ令名か゜ークの高ざゥ比き試‘科

”並試料と叱牧｀し＇」；；ー＼忍のな） I ミと玄確 1｀めた。 結累?--9r ど下祁/::.，予ぅ．
3 条ぅ広の定fnむ戸添加 1玄 l二ょy検討し

だとこう均幻厄？＇易？た。 ジ‘)レコ：：： 7̀ 
ムの生氏｀放射能 I二よる竹塔げ”“ノ幻佐ダJ
のじ゜ーク＄足炉斤ヽれが｀ほとんt‘｀孔めう

哀1j ¥ l 。 9忍，紐紘必りじ°-)  I ぷクの乞 I ぶ＇

l::. レ‘‘)レフニウムのし゜ークぶ惰かに記め戸丸
“の史と忍乙含とこハJニラムの足尼 I 二
]月ぃ・るにはあまり直‘苔i`、な II o a鴫屹

閲のゎ如談泌；； a お、いLil)あ 2ん已°)核祁

I 

試料 訊｀料の市そ

函ー／ /3/,“1 

Zr-2, If3,ー属＇

名竜じ色炉埓I注｀— Hfの合量

9,96/M&y /,,2..;,; 
a /I/- /. I 

/、 33 /. I 

ク，似 /.、

/.“ヽが砂／ t>. 7 劣

tJ, IL/ み依

/、 33 ん 7
あ外／ tJ, J 

の対炉う見ほ］ピーク l:. 直JIエネ｝レギ｀ーの了窓乙とも lc-オ含尻且尋今" ｧ Il オクが汲
のみがある， 板反た断叩碍函守I)秒在骨よりみ乙及吋J店 4 足視しブると忍え 3,
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3A38 飼ゃ釦マシ1t号；和）ワ応孜知偽村一飼試｀叩輝戌戸ー＇と
和足曼滋If)筏責

尽拉1研視所 中サ敏文亀紅出詞冴慇叫凡

l 中性這知闊和紅‘すぐ‘れt屈i知の一 7 t`’あり／視くな―A｀料 I;:. つ 1＼乙仄範記村
浣がなされて＼＼る二と／ま国知II)吊涙がある。 当祈易互によヽ＼ 1 ::..も多くの試‘叶の今村t.,f­

滋凡直ffiざ九銅訊｀料 k ? Il t iすし｀‘疇ノ窪 Au.. IJ}足量広鍬舌した。 今 lrzJ I;:加 r n ｷi"':, 
版応パ入り犀麟i玄と銅9収＇叩知屯l'生｝束も＝クー k 夕る足営i幻砂£ふ、こな -'I：：

の｝湛ばな根危すか

ぇ餓辺和中｝生｝し＜ヘヽヽ 1が組／，／グまが 1; 見られ斥がノ F i\｀｀／令I,;, ぷ．貨iAL街面積パ火 2
(I  ~伽 I こが 7 L 生方‘i孜知能パ極め L 汽くな： h &‘` /14 n 訊｀知「 L‘し L ．ダつし,!...,9,7 £『I 1, 
~':. l:.i:し r0. 言収印釦か7 戸頃 I二秤量しが゜リエケレシ製の儀 I= 打入した々 和，fl丸
瓜遺蒻知Iよを屹れ附れ至2兄の口砥,~しみ＝ませた 4 の (4ん／7，厄/だ/J応辺’9%/

応叩”)さ怠籾叩｀l-，爪｀ I)エケレン、製の製r-名{A...'レた。 試粋なクぷ1 ：：府罪試料と並
ゞz._ I目ーガ 7゜にJレI二入れ訊k-I 廊紅｝中t`‘輝戌•し双／0箕伍¢｀公明/.al 乎 l笠チ、8邑街と 4f
荏った。 痕射後試｀粁と年砕殿/-::と1J‘ら，4"-, 応，瓜可鰭合／ク戸1JにんJ A叫僻 1餃ェケ Iレ
le:.よる梯出滋／ム疇』廷東f広J応 lが1紐キ表法Jc.かりぷ，、 5 ルれ冷｀れ／］ゥ。 表I

ぬ n フラクレっシはさう K精緊掃作 2 行な I ヽ I A/,t,は金雇＇状：乙｀ンル体--廂4しく— 9 /}‘‘ーとi (_ 
沈紋させ／牧年こ麻＇め~. 瓜Iがーた綬疇紘叫‘如特製り今：：1. r.: 、ノしの,;.‘；巴、和

i r:.0 ：：のオ魯釦心牧手J}: ~しーサー E 用 11 l 交稼 £4］なJ「:.と：：）ノ匂／口多パ且

ーこ、下し仁ウり輝牧手こ本‘ダ） ；こと「と、／9/ 必l:.- I 乙．＂ tた。 測足訊‘料11 爪゜リエケ

レン輩砕状｀ビ‘ンに秒した使丸 3X3 インケi(̂ I レンケレーター/-::.マウー／卜しノ化し—必―¢午ャ

え）Vi応い畔 I-::. よりf認ス＼゜ク｝ルと渉I足し戸。 A“パMれ，心の定景 1が’梵1んの 9，例／／名
巧いりら::,.ら心．の／，ク凡％y /J}光咆’じ゜ークの高 l /c:c.):: J比較法!,‘紆なJ Iだ。 今版：した．iプ
Hnlが祓粉A考的 I嗜もがあり，ノ阪Jが含戸江／1-J／にじ゜ークヽ吋認めうれたが／37Af々V のあ竜じ゜ーノ

の潟支叫釦追因＇したと：：バば ll-記めうれにが）た． 箆下を―i勺ら 1°,7, f. 
3．飼試料枡ft."、]吃和束毛 :::-/-k "o/Jラ浪とつき‘‘ゥ

ようヒし乙検言すした。 ら A“’ 応古よ，c,:瓜直iね涙‘科
忘 l乱ーカデピ Iン 1'ー入れ2 吟 1 t1 叩幻照街窟行な 1＼ノ各孜

射能の了虚スペ 7}}し鑓！）文した。 店光危じ゜ークの高

ざ這妬直後の他l二換菊した媛 A“I ルれノルーの放射能とん

9 1 1 

試料 版(frが） Hれげ厄） 瓜(f圧）

A 37 士併夕 み伶¢土ん砂― ん、 2 t/.7

/ 4｢:t/f./ 炉3士0、沼，1,¢士/.'I-

C ＃／士免¢ a泌土グ，尋叩叩—
ク ＃よ士 ¢,7 9,3／均／ l ク／巧み／

直桁能比玄凩＇め E 。 71日の癸瓦,A訟ノ l1，，，ん髯滋約訟じのテ巧 1;: いれ屹訊万屹
/r,0 ノ(J,20.5ずぁy /毎l吋の位/JC／乙彦以v<.)ずー政し仁 e こ戸パ／ して、／クニご --ノーミ仮fヴ・

（？年,fl条件，，頑I)足斧/:::.っ n て戎めt力 1f尻以抜将卑試料を 1fl l＼る：：となくノ桝台杵＇叶

1屯う束モニクーt'.-- l, 2. /4,, / }f"t.ノ瓜を足曼しう 3.::: と戎｀わガ｀，た。 奢着う lぷ末i亥i" 1豹凌
喝位と比敦法で｀蒻芦足量値名比較してみたと二ぅ士／0多以 1炉＂一孜した値を示した。
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3A39 
和レミニッい乎り介認切q牧加化 I»-' ネff む I

術灯4 J̀ I`-7゜＄疇行免珂 Aヽ闊畠紋 o 永品姿｝、う及 1 旦｝

了 IV ミーぅい l不舟、｝灯瑶成材科ゃウラーシいしし，1令豆叶 1 rく贔也邊彩、も荘りに I R K 

- 2 で 11 長呼 l川経射 l月の墜」術箸t. l て↓行いう人 9 F う I~ なっ只 9I'. 1 4 似費ネ認窃贋叫

放射能斥t゜り衷，、｝憐々 I吋是負｝ケ 9 りて、壌循り I'” ？ ？久 7 1しさクウム乎りネ綽吻 (C つ

し，ていわ化今手り私t l月"'',t佐え分烏g私， ィオ‘/ t復今い，和九／》雑私t偉 1月（だ蘭見ら’

分諺私t試牙 ~..'＇仏， 5b, 5C ，仮， （Y 、 そ心昂を支忍しわ．
炉ft }噌、しし1. 11'f fl fZ - /象｝刃｝ t 1史 1月し， 守 'r全｝条 ～3 メ／0/9 必／ぷ／忍 Z" 2 祠 1勾， I

直尚． 2 週 I月， 3 直り，午直1匂り翌射t E子っ r<. 5且ば、に 1] M以い釦Z 2喜ヶャンえ，し『靡

又'\•クトとメーfーを（司しI' 倉、］試杵 F I月｀＇「5 りじ教私 lク｝り是骨した、
””グ 1 ，しミ＝シムt 2 辟瓜以 L ぅ良約tりうと 9.r Hev 町血り伍， %, 0.} m// 府lfL

り瓜，依， I ./ tre v rIT 追り氏．和、そへ 年り尤危 c° - 7 ，，屯複がキう卜 3 ，，，て＇・f 3,叙姜月バ方

'I いくっlJヽバ今り 1 分祈｛「一．

徊・土昧／月艮妬t (r＜該科 e'屋湛級 /0 玲用し， 5b 々々リヤーt /7にぇ旅fし初f f命 I9 仄兌夜

かう¢ N 一廿 4 チ・- 1 /V 移広；く↑ ？「~.

い•I 直 1月庄桁似糾t t函紋 /0 碁訊し I 位． 5b りべゃ l/ ャーt ob 入 0ぶ正虹考我つ＇う．訟

化物I: I 1 令菰， 5りし• (1 I N-MAOH で＇ク雑しいS t伍 0 I,_ l て史着した．

5b -ｷｷｷ I尼瓜9H で伍しク翁 (rくぅ？ぅ訊t件じ級すらt2 L 'lり,S,' t l 1-克§した

5c--•ー／直I月以f;.. ~且街試杵 1, つ ’'z ダc 4 Cー  - ?,\”汁｝卜｝りで＇，該‘叶t環 rも叔，＝ぅ炉絆 L

珠/t-切t r令ヽI fr.:. ;yぅ夜か；未蘇化切と，ク雑し、 ？う I二手 (C 勿I,· l 7,今雑り｝ ｝戎｀．と，fなfオ

ンた我和峠（妬召 I メが 必空）舌｛利"''也迅夜ヽ，う T fl P 神低珍1i ~'f ?た． " 7" f,..も卜し

- f - tt利 II ？検令キ L r< 9＼~，屁知窃今雑私（｝角瑣作を＾く， T B P 痒ムらも 19 哀件ヶ紘屎t示

l 1. "'-;,. 

(y •··· 3 "-午直（月執｀秤t 5 3 り茂j ;fンt 1庚街麻｛,· 0反厖J C ？炉 l叫 Z'・考雑 l {}o,(,-Os;: r し

て今急倍 l 1J;.. 

品・ー・・さ乏 I：吹届？くた和栢か; I IV-／｛必て“；各点0 (..,未⑰i {C 玲とし． 5 う｛て 1 ーテ I'-' 非広t

l fク

互••さ? ")和蒻り最復q伶0 知り液 l: 5りと及，＜瑳誂 1 卜， 5b tゥ易砂々ft. -Z.'紘ft.扮'- l て

冷ヽ9 た後比和t 7.乏／ 7 ~'し甜級ー夭 I l.. Iし弱錢ゾータ••一考森，、；紘fC 紡ヒ L ？少維，

盆 0 \.(1.え辱 L rグ・

ジぃ―"I今行移泉t 1—ゑ，2 テヽり

今杵元象 氾 如 伍 5~ gC fe そペ c .. 

釘作I和T：該稽 外 H久 ク2 如 “‘ 似 iえ Sb f｢ 5c ”肛 ヽrるぺ 外 G

念屑差(F'P""-) 13.• 9江
佛破屯）

凶｀I, 9、/3 0. o ｢ • O.o ?. 7 麻紀
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